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令和３年第４回渡嘉敷村議会（臨時会）会期日程

自 令和３年４月22日
会期１日間

至 令和３年４月22日

月 日 曜 日 区 分 日 程

会議録署名議員の指名

４月22日 木 本会議 会期の決定

報告第２号

議案第29号、議案第30号、議案第31号

議案第32号

発議第３号
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令和３年第４回渡嘉敷村議会臨時会は

令和３年４月22日(木)午前10時00分に

渡嘉敷村議会議場に招集された。

会期１日間

１日目

議員の出欠別

議席番号 氏 名 出欠別 議席番号 氏 名 出欠別

１ 與那嶺 雅 晴 出 ５ 座間味 満 出

２ 国 吉 栄 治 出 ６ 當 山 清 彦 出

３ 新 垣 一 史 出 ７ 玉 城 保 弘 出

４ 宮 平 鉄 哉 出

出席議員７名

会議録署名議員 ５番 座間味満議員 ６番 當山清彦議員

職務のため会議に出席した者の職氏名 議会事務局長 新里武広

地方自治法第121条の規定により説明のため会議に出席 した者の氏名

職 名 氏 名 職 名 氏 名

村 長 座間味 秀 勝 観光産業課長 玉 城 広 喜

副 村 長 神 里 敏 明 教 育 課 長 小 嶺 国 士

教 育 長 新 崎 直 昌 民 生 課 長 新 垣 聡

総 務 課 長 金 城 満 船 舶 課 長 我喜屋 元 作

会 計 課 長 宇 野 昭 子

終了：４月22日（木曜日）午前11時00分
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令和３年第４回渡嘉敷村議会臨時会議事日程

令和３年４月22日（木） 午前10時開議

会議に付した事件は次のとおりである。

(第１号)

日程 事件番号 件 名

第１ 会議録署名議員の指名について

第２ 会期の決定について

第３ 報告第２号 専決処分の報告について（渡嘉敷村税条例の一部を改正する条例につい

て）

第４ 議案第29号 令和３年度渡嘉敷村一般会計補正予算（第１号）について

第５ 議案第30号 令和３年度渡嘉敷村航路事業特別会計補正予算（第１号）について

第６ 議案第31号 令和３年度渡嘉敷村簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）について

第７ 議案第32号 令和３年度渡嘉敷村下水道事業特別会計補正予算（第１号）について

第８ 発議第３号 沖縄本島南部地域からの土砂採取計画に関する意見書について
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○ 玉城保弘議長

おはようございます。ただいまから令和３年第４回渡嘉敷村議会臨時会を開会いたしま

す。

本日の議事日程は、お手元に配布をした日程表のとおりであります。

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

本臨時会の会議録署名議員は、会議規則第120条の規定によって、５番座間味満議員、

６番當山清彦議員を指名いたします。

日程第２、会期の決定の件を議題とします。

お諮りします。

本臨時会の会期は、本日４月22日の１日間にしたいと思います。

ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。従って、会期は本日４月22日の１日間に決定をいたしました。

日程第３、報告第２号、専決処分の報告について（渡嘉敷村税条例の一部を改正する条

例について）を議題とします。

提案者から提案理由の説明を求めます。

○ 座間味秀勝村長

おはようございます。報告第２号、専決処分の承認について、地方自治法第179条第１

項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、同条第３項の規定により報告し、承認

を求める。

専決処分書、地方自治法第179条第１項の規定により、次のとおり専決処分する。渡嘉

敷村税条例の一部を改正する条例、別紙添付しております。

専決処分理由

地方税法等の一部を改正する法律が令和３年３月31日に公布され、令和３年４月１日か

ら施行される。

これに伴い、渡嘉敷村税条例の一部を改正し、同日から施行する必要があるが、同条例

の改正について、議会を招集する時間的余裕がないことから、地方自治法第179条第１項

の規定により、専決処分する。

令和３年３月31日 渡嘉敷村長 座間味秀勝 令和３年４月22日提出

以上、ご審議をお願いいたします。

○ 玉城保弘議長

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

質疑なしと認め、これをもって質疑を終結します。

これより報告第２号を採決します。
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本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

○ 玉城保弘議長

日程第４、議案第29号、令和３年度渡嘉敷村一般会計補正予算（第１号）についてを

議題とします。

提案者から提案理由の説明を求めます。

○ 座間味秀勝村長

議案第29号

令和３年度渡嘉敷村一般会計補正予算（第１号）について

令和３年度渡嘉敷村一般会計補正予算（第１号）を定めることについて、地方自治法第

96条第１項第２号の規定により、議会の議決を求める。

提案理由

予算を定めることについては、地方自治法第96条第１項第２号の規定により議会の議決

を必要とする。

令和３年度渡嘉敷村一般会計補正予算（第１号）

令和３年度渡嘉敷村の一般会計補正予算（第１号）は次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ3千853万4千円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ15億9千205万5千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は「第１表歳入歳出予算補正」による。

（地方債の補正）

第２条 地方債の追加及び変更は第２表地方債補正による。

令和３年４月22日提出 渡嘉敷村長 座間味秀勝

以上、ご審議をお願いいたします。

○ 玉城保弘議長

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

○ ２番 国吉英治議員

すみません、歳出の10ページのところで、住宅維持費で、修繕費で30万円ほど上がって

いるんですけど、どこの施設で、どういった中身になりますか。

○ 金城満総務課長

お答えいたします。住宅維持費の30万円につきましては、村営住宅渡嘉敷団地のＡ棟の

今回新しく入居者が決定しておりますので、そこで住宅の改修、天井とか、そこの部分を
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含めた改修の予算、修繕費となっております。

○ 玉城保弘議長

他に質疑ありませんか。

○ ６番 當山清彦議員

歳出の８ページ、一般管理費の詳細を伺います。

○ 金城満総務課長

一般管理費の７節報償費につきましては、現在、保育士を公募募集をしております。そ

の保育士が何回か募集をしておりますけれども、応募がないという状況で、保育士への支

度金ということで50万円を計上しております。村外から広く人材確保、有資格者保育士を

確保するためには、現状の待遇といいますかね、ここでは非常に難しいということで、い

ろ経費がかかるということで支度金を用意して、広く人材募集のために、報償費を計上し

ております。

それから扶助費につきましては、こちら地方創生臨時交付金事業の中で、村民向けにＰ

ＣＲ検査の助成事業を現在計画しております。そのなかで８割、村民につきましてはお一

人あたり那覇の検査機関、あるいは診療所でＰＣＲ検査をしたときに８割まではそのかか

った経費を助成するということにしております。行政検査、それから保険診療検査につき

ましては経費が出ませんけれども、それ以外のいろいろ濃厚接触者の関係とか、そこで経

費が出ない人たちは、村でその事業でもって補助をしようということで事業を計画してい

ます。そのなかで、役場の職員につきましては、行政機能を維持するために、どうしても

そういう関連の検査が必要になるかというふうに考えておりますので、そこの自己負担の

２割分の助成をするという考え方で、この２割分相当額を行政機関の職員ということで予

算計上しております。

○ ６番 當山清彦議員

そのなかで報償費についてお伺いしたいんですが、保育士さんが辞められての募集だと

思っております。また、全県的に保育士さん不足のなかで、こういった支度金等を準備す

る自治体は数多くございますが、今回、一般質問でもやってまいりましたけど、保育士さ

んが辞めたのは、執行部の対応の悪さが、今回保育士さんが辞める原因となったと私は思

っております。そこで、保育所の運営に関する条例のなかで、事故の発生であったり、危

機管理に関する部分も明記されております。また、辞めた保育士さんもその部分に対して

は指摘をしておりますし、私も議会でも指摘をしております。また、教育委員会に対して

も指摘をしてまいりました。教育委員会は対応しているというふうに伺っていますが、保

育所に関しては、今回の事故の発生だったり、安全管理に関することが、ちゃんと規定と

してできているのか、それができてから保育士さんを募集するためのこういう支度金が計

上されるべきではないかと思いますが、いかがでしょうか。

○ 玉城保弘議長
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休憩します。

再開します。

○ 新垣聡民生課長

お答えいたします。以前の一般質問であったことからの流れだと思いますが、そのとき

に答弁させていただいた危機管理マニュアルの作成は済んでいますが、それ以降に関して

は、それ以降には改正はしていません。今後、協議が必要かと考えております。

○ ６番 當山清彦議員

そのなかでも様々な部分を指摘してまいりました。所長に関しても、所長は今、民生課

長が兼務されておりますけれども、所長は現場にいないわけですから、所長に関しても条

例上で別の職員を充てる、ここの部分も指摘をしてきております。また、保育士が辞めた

理由というのが、この安全管理が徹底できてない部分が強かったと私は思っています。そ

こをしっかりとしたうえで募集するべきだと思っておりますが、保育士が不足しているの

もわかりますので、こういった支度金も必要なのは理解しておりますが、そのへんをしっ

かりと協議、危機管理マニュアルを作成して安心安全に運営ができるようにお願いいたし

ます。これで最後ですね。

あともう１件、ＰＣＲ検査に関してですが、先ほど課長が説明していただいた内容だと

は思っておりますが、結局公務で本島に出て、帰って来るときにＰＣＲ検査を受ける職員

さんが今後出てくると思いますが、こういった部分は、公務に関するＰＣＲ検査だったら

全額でもいいのかなと思いますが、その件に関してはいかがでしょうか。

○ 金城満総務課長

今、議員がご指摘されたことは私の説明不足だと思いますけれども、村民にはかかった

経費のＰＣＲ検査の８割ですので、職員も村民です。それからこの事業のなかでは、行政

関係、職員、那覇に住所を有している船舶那覇事務所の職員についても、この村民への８

割補助、それから行政機関に関する職員についても８割補助としておりますので、その２

割を職員として、自己負担分として補填するというかたちになっております。

○ ６番 當山清彦議員

ありがとうございます。次の質問に移ります。コロナに関連して伺いますが、ワクチン、

今、一斉接種を目指しているところだと思います。座間味村が始まるといったところで、

我々議員にも住民から多くの質問が寄せられています。今、現状の進捗状況を伺えたらと

思います。

○ 新垣聡民生課長

現在、渡嘉敷村におけるコロナワクチン接種の進捗状況ですが、渡嘉敷村は５月の末頃

を予定されております。以前にも答弁しましたが、接種券、予診票等の高齢者用が届いて

おりまして、それの送付を今週中に発送していきたいなというふうに考えています。そこ

から予約を受付をして、16歳以上64歳以下の住民に関しては届き次第発送を行い、予約を
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受け付けるということになっています。２回目の接種に関しましては、１回目の接種後３

週間程度を目途に行う予定となっております。

○ ６番 當山清彦議員

今、届き次第ということですけど、これは県なり国なりの準備が整い次第というかたち

でいいですか。村としての準備はすべて終わっているというような内容でよろしいですか。

○ 新垣聡民生課長

はい、届き次第というのは、委託している印刷業者さんへのデータを渡嘉敷村から印刷

業者さんへ渡して、その印刷が済み封入次第ということになります。

○ ６番 當山清彦議員

その進捗状況は、今、わからないわけですか。遅れているというか、そういう情報等は

ないのかどうか。

○ 新垣聡民生課長

この件に関しましては４月入ってからのデータということで、当初より考えておりまし

たので、多少のずれはあるかと思いますけれども、そこまで遅れているというふうには考

えていません。

○ ６番 當山清彦議員

ありがとうございます。次に、臨時地方創生交付金に対して伺いたいんですが、これま

で、飲食業に関しての支援というのは国、県から時短要請に関しては行ってきましたけれ

ども、観光業に対しての支援というものがまだないと、そのなかで国や県ができない部分

を町村創生臨時交付金自治体の判断でできるということでございます。糸満市がそろそろ

スタートするという話を伺っておりますが、現在、バスとタクシーには２回支援しており

ますが、宿泊業、マリンスポーツ業に関しての支援というものがない状況です。今後この

ような事業所への支援というものを考えられているかどうか伺います。

○ 玉城広喜観光産業課長

今回の臨時交付金の中で事業者の支援ということで一つは家賃支援事業、それから事業

所も含めますが上下水道の基本料金の免除、それから新しい生活に対応した必要な衛生設

備に経費にかかる一部を支援するという事業を整備しております。以上です。

○ ６番 當山清彦議員

先ほども申し上げましたけれども糸満市が新たな支援を初めております。ホテルや宿泊

業に関して、客室が１～10部屋までは10万円、あと11～20室の大型のところに関しては1

部屋1万円と様々な事業に対しての支援金を糸満市が用意しております。観光が９割基幹

産業である本村において、観光業に対する支援を早急に進めていかなければならないと思

っております。その点に関して、今後、計画はないという話ですけど、村長、やっていか

なければならない支援だと思っておりますので、村長の見解を伺います。

○ 座間味秀勝村長
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先ほど、計画がないという話をしかけたと思っております。実は、計画がないではなく

て、実は今回の第３次の臨時地方創生交付金、これを検討するに当たってコロナ禍、コロ

ナ後、宿泊施設、ダイビング事業者、業種もあげて私の方から指示をしております。そう

した事業者へも行き渡るような支援、この支援というのは単なる補填ではなくて、今後、

事業を継続するための支援という観点から、それで先ほどのガイドラインを作成、遵守し

ている事業者に対する補助ということも訴えております。そういう予算も計上しておりま

す。また、これから第４次、第５次ということになってくるかと思っております。そのな

かでも事業者の状況を十分見極め、ヒヤリング等しながらしっかりと対応していきたいと

いうふうに考えています。

○ ６番 當山清彦議員

現在、飲食店ばかりが支援を受けているような状況の中で、たいへん苦しんでいる事業

者さんが多くいらっしゃいます。その点も踏まえて今後地方創生臨時交付金の部分で実際

に任せられているいる部分ですから、ぜひとも本村の基幹産業を守るという部分でしっか

りと検討していっていただけたらと思っています。

○ 玉城保弘議長

他に質疑ありませんか。

○ ２番 国吉英治議員

支出の９ページ、船舶課の新型コロナ対策38万3千円、こちらの中身をお伺いしてもよ

ろしいですか。

○ 玉城保弘議長

休憩します。

再開します。

他に質疑はありませんか。

休憩します。

再開します。

他に質疑はありませんか。

質疑なしと認め、これをもって質疑を終結します。

これより議案第29号を採決します。

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

日程第５、議案第30号、令和３年度渡嘉敷村航路事業特別会計補正予算（第１号）に

ついてを議題とします。

提案者から提案理由の説明を求めます。

○ 座間味秀勝村長
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議案第30号

令和３年度渡嘉敷村航路事業特別会計補正予算（第１号）について

令和３年度渡嘉敷村航路事業特別会計補正予算（第１号）を定めることについて、地方

自治法第96条第１項第２号の規定により議会の議決を求める。

提案理由

予算を定めることについては、地方自治法第96条第１項第２号の規定により、議会の議

決を必要とする。

令和３年度渡嘉敷村航路事業特別会計補正予算（第１号）は次に定めるところによる。

（歳入歳出予算補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ38万3千円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ6億8千56万2千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は「第１表歳入歳出予算補正」による。

令和３年４月22日提出 渡嘉敷村長 座間味秀勝

以上、ご審議をお願いいたします。

○ 玉城保弘議長

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

質疑なしと認め、これをもって質疑を終結します。

休憩します。

再開します。

質疑はありませんか。

質疑なしと認め、これをもって質疑を終結します。

これより議案第30号についてを採決いたします。

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。

日程第６、議案第31号、令和３年度渡嘉敷村簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

についてを議題とします。

提案者から提案理由の説明を求めます。

○ 座間味秀勝村長

議案第31号

令和３年度渡嘉敷村簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）について

令和３年度渡嘉敷村簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）を定めることについて、

地方自治法第96条第１項第２号の規定により議会の議決を求める。
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提案理由

予算を定めることについては、地方自治法第96条第１項第２号の規定により、議会の議

決を必要とする。

令和３年度渡嘉敷村簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところに

よる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額は変わらず、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ6千637

万円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は「第１表歳入歳出予算補正」による。

令和３年４月22日提出 渡嘉敷村長 座間味秀勝

以上、ご審議をお願いいたします。

○ 玉城保弘議長

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

質疑なしと認め、これをもって質疑を終結いたします。

これより議案第31号についてを採決いたします。

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。

日程第７、議案第32号、令和３年度渡嘉敷村下水道事業特別会計補正予算（第１号）

についてを議題とします。

提案者から提案理由の説明を求めます。

○ 座間味秀勝村長

議案第32号、令和３年度渡嘉敷村下水道事業特別会計補正予算（第１号）について。

令和３年度渡嘉敷村下水道事業特別会計補正予算（第１号）を定めることについて、地

方自治法第96条第１項第２号の規定により議会の議決を求める。

提案理由

予算を定めることについては、地方自治法第96条第１項第２号の規定により議会の議決

を必要とする。

令和３年度渡嘉敷村下水道事業特別会計補正予算(第１号)は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額は変わらず、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ3千6

41万円とする。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の
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金額は「第１表歳入歳出予算補正」による。

令和３年４月22日提出 渡嘉敷村長 座間味秀勝

以上、ご審議をお願いいたします。

○ 玉城保弘議長

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

質疑なしと認め、これをもって質疑を終結します。

これより議案第32号を採決します。

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

日程第８、発議第３号、沖縄本島南部地域からの土砂採取計画に関する意見書につい

てを議題とします。

提案者から提案理由の説明を求めます。

○ ３番 新垣一史議員

発議第３号

渡嘉敷村議会議長 玉城 保弘 殿

提出者 渡嘉敷村議会議員 新 垣 一 史

賛成者 渡嘉敷村議会議員 與那嶺 雅晴

沖縄本島南部地域からの土砂採取計画に関する意見書について

上記の議案を別添のとおり、会議規則第14条第2項の規定により、議会の議決を得たい

ので提出します。

令和３年４月22日提出

沖縄本島南部地域からの土砂採取計画に関する意見書（案）

令和２年９月８日、沖縄防衛局の「設計変更承認申請」が公表され、今なお多くの戦没

者遺骨が残る南部地域の土砂が供給地として計画されていることが明らかになった。

沖縄本島南部地域は沖縄戦で逃げ場を失った住民が追い詰められ、また南下作戦をとっ

た日本軍兵士のおおくが命を落とした場所である。幾多の遺骨は未だ見つかっておらず採

掘場のある鉱山付近では、現在もなお遺骨収集が続いている。

熾烈を極めた戦禍の中、軍人、民間人、老若男女の別なく多くの人がこの地で斃れたこ

とを、沖縄県民は知っている。先人や先祖への崇敬・親愛の情熱が強く、死者の魂の安ら

ぎを大切にする沖縄の文化では、遺骨を含んだ土を埋め立てに投入、使用することは許さ

れることではない。これは県民に共通する心性であり、共有する死者への礼節である。

よって、渡嘉敷村議会は遺族と県民の心情に寄り添い、政府に対して下記のとおり強く

求める。

記
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１．沖縄県民の感情に最大限配慮するとともに、戦没者の遺骨等を含む可能性のある沖縄

本島南部における土砂採取計画を検討すること。

２．「戦没者の遺骨収集に関する法律」の趣旨に準じて、戦没者の遺骨収集を国の責任に

おいて実施すること。

以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

令和３年４月22日 沖縄県渡嘉敷村議会

（あて先）

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、外務大臣、防衛大臣、

厚生労働大臣、沖縄及び北方対策担当大臣、沖縄防衛局長

以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。

○ 玉城保弘議長

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（「質疑なし」の声あり）

質疑なしと認め、これをもって質疑を終結します。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

討論なしと認めます。

これより発議第３号の採決を行います。新垣一史議員他１名から提出された意見書案に

ついては、起立によって採決をします。

本案に賛成の方の起立を願います。

賛成者６名、従って、本案は原案のとおり可決されました。

お諮りします。

会議規則第45条の規定により、令和３年第４回渡嘉敷村議会臨時議会において議決され

た、事件の条項・字句・数字、その他の整理を議長に委任することに、ご異議ありません

か。

（「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。したがって本臨時議会において議決された事件の条項・字句・

数字、その他の整理を議長に委任することに決定をいたしました。

これで本日の日程は全部終了いたしました。

令和３年第４回渡嘉敷村議会臨時会を閉会いたします。

（閉会 午前11時00分）
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地方自治法第123条第２項の規定により署名する。

渡 嘉 敷 村 議 会 議 長

署名議員（議席番号５番）

署名議員（議席番号６番）



令和３年

第５回渡嘉敷村議会定例会

第１日目

６月９日
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令和３年第５回渡嘉敷村議会（定例会）会期日程

自 令和３年６月９日
会期３日間

至 令和３年６月11日

月 日 曜 日 区 分 日 程

会議録署名議員の指名

会期の決定

６月９日 水 本会議 議長諸般の報告

村長行政報告

一般質問

６月10日 木 本会議 報告第３号、報告第４号、報告第５号

議案第34号、議案第35号、議案第36号、

議案第37号、議案第38号

６月11日 金 本会議 発議第４号

請願第１号
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令和３年第５回渡嘉敷村議会定例会は

令和３年６月９日(水)午前10時00分に

渡嘉敷村議会議場に招集された。

会期３日間

１日目

議員の出欠別

議席番号 氏 名 出欠別 議席番号 氏 名 出欠別

１ 與那嶺 雅 晴 出 ５ 座間味 満 出

２ 国 吉 栄 治 出 ６ 當 山 清 彦 出

３ 新 垣 一 史 出 ７ 玉 城 保 弘 出

４ 宮 平 鉄 哉 出

出席議員７名

会議録署名議員 ６番 當山清彦議員 １番 與那嶺雅晴議員

職務のため会議に出席した者の職氏名 議会事務局長 新里武広

地方自治法第121条の規定により説明のため会議に出席 した者の氏名

職 名 氏 名 職 名 氏 名

村 長 座間味 秀 勝 観光産業課長 玉 城 広 喜

副 村 長 神 里 敏 明 教 育 課 長 小 嶺 国 士

教 育 長 新 崎 直 昌 民 生 課 長 新 垣 聡

総 務 課 長 金 城 満 船 舶 課 長 我喜屋 元 作

会 計 課 長 宇 野 昭 子

終了：６月９日（水曜日）午後４時32分
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令和３年第５回渡嘉敷村議会定例会議事日程

令和３年６月９日（水） 午前10時開議

会議に付した事件は次のとおりである。

(第１号)

日程 事件番号 件 名

第１ 会議録署名議員の指名について

第２ 会期の決定について

第３ 議長諸般の報告

第４ 村長行政報告

第５ 一般質問について

第６ 報告第３号 令和２年度渡嘉敷村一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について

第７ 報告第４号 令和２年度渡名喜村簡易水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告に

ついて

第８ 報告第５号 専決処分（令和３年度渡嘉敷村航路事業会計補正予算（第２号）の報告に

ついて

第９ 議案第33号 渡嘉敷村農産物集出荷施設の設置及び運営に関する条例の一部を改正する

条例について

第10 議案第34号 渡嘉敷村税条例の一部を改正する条例について

第11 議案第35号 渡嘉敷村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

第12 議案第36号 令和３年度渡嘉敷村一般会計補正予算（第２号）について

第13 議案第37号 令和３年度渡嘉敷村簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）について

第14 議案第38号 令和３年度渡嘉敷村下水道事業特別会計補正予算（第２号）について

第15 発議第４号 渡嘉敷村議会の議員の定数を定める条例の一部を改正する条例について

第16 請願第１号 渡嘉敷漁業協同組合加工処理施設の建設に関する請願書について
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○ 玉城保弘議長

ただいまから令和３年第５回渡嘉敷村議会６月定例会を開会いたします。

本日の議事日程は、お手元に配布した日程表のとおりであります。

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

本定例会の会議録署名議員は、会議規則第127条の規定によって６番當山清彦議員、１

番與那嶺雅晴議員を指名いたします。

日程第２、会期の決定の件を議題とします。

お諮りします。

本定例会の会期は、本日から６月11日までの３日間にしたいと思います。

ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。したがって、会期は本日から６月11日までの３日間に決定いた

しました。

日程第３、議長の諸般の報告を行います。

諸般の報告の前に例月出納検査の結果報告について、地方自治法第235条の２第３項の

規定により村監査委員会から令和３年３月分、４月分、５月分の例月出納検査の結果報告

があります。議員控え室に配置をし、閲覧できるようにしてありますので、ご参考にして

ください。

なお、諸般の報告についてはお手元にお配りしたとおりであります。朗読を省略いたし

ます。

３月12日（金） 例月出納検査

３月18日（木） 阿波連小学校卒業式

３月24日（水） 渡嘉敷幼稚園卒園式

３月28日（日） 白玉之塔参拝

４月７日（水） 渡嘉敷小中学校入学式

〃 渡嘉敷村商工会要請活動（コロナ関係）

４月８日（木） 渡嘉敷幼稚園入園式・阿波連小学校入学式

４月13日（火） 例月出納検査

４月14日（水） 阿波連区浜下り行事

４月22日（木） 令和３年第４回渡嘉敷村議会臨時会

４月23日（金） 令和３年沖縄振興拡大会議 Web会議

５月12日（水） 例月出納検査

５月13日（木） 沖縄県町村議会事務局研究会 定期総会・事務局職員研修会（自治会館）

５月24日（月） 「２０２１鯨海峡とかしき島 海びらき」出席

５月28日（金） 南部広域行政組合議会 全員協議会・臨時総会（南部総合福祉センター）
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６月７日（月） 議員協議会（定例議会事前議案審議）

これで諸般の報告を終わります。

日程第４、村長の行政報告を行います。

○ 座間味秀勝村長

おはようございます。私の前回３月定例議会、３月９日以降、昨日までの行政報告につ

いては、お手元にお配りしております書面にての報告とさせていただきます。

村長行政報告 2021.03.09以降

03/10 10:00 令和３年第３回渡嘉敷村議会 １日目

03/11 11:00 〃 ２日間

沖縄地区税関職員来庁対応(村長室)

統括監視官 内田浩一朗

監視官 大域有美

財務事務次官 當間成起

※税関業務の徴収学生への紹介について意見交換

03/12 10:00 渡嘉敷保育所卒園式参列 (保育所２F)

03/13 10:00 農業生産法人(株)まるファーム

代表取締役社長 渡眞利 毅 ほか来庁対応 (村長室)

※アマランサス栽培について意見交換

同席:琉球大学法科学院教授 吉崎敦憲、當山清林

13:00 海神祭参列 祝詞

同席:船長小嶺、機関長小嶺

03/15 10:00 庁議

03/17 09:40 吉住沖縄総合事務局長一行 視察対応

同行:総合事務局 棚原課長補佐、平良棟子

端島、拝島、中島、黒島、儀志布島、前島、ウン島、ハナリ島

03/18 10:00 阿波連中学校卒業式 ８名卒業 第313号～320号(阿小体育館)

12:40 吉住沖縄総合事務局長一行 視察対応

船蔵御嶽、海神宮、鰹節製造場跡、ニシ御嶽(交流の家敷地内から)、

ヒータテイヤー、束展望台、西展望台、城島

03/19 13:15 渡嘉敷ダイビング協会倉庫設置場村有地賃借要望 来庁対応(村長室)

平田春吉、山城忍、比嘉清、玉城英史、佐藤健吾

同席:玉城観光産業課長、西元

14:30 渡嘉敷小中学校・阿波連小学校職員離任の挨拶来庁対応

03/22 09:40 水田給水栓破損現場確認(通報者:下地敏之) (小嶺後原)

10:30 青少年交流の家職員離任の挨拶 来庁対応
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03/24 09:30 渡嘉敷幼稚園卒園式 (幼稚園２F)

17:20 観光大使委嘱状交付「JUON」(村長室)

03/25 13:30 環境省奄美沖縄自然環境事務所 広野氏離任あいさつ来庁対応(村長室)

03/26 13:30 第２回満喫プロジェクト地域協議会 (県立図書館４F)

03/28 12:00 白玉の塔慰霊祭(自由参拝)献花、マスコミ対応(白玉之塔)

03/29 15:00 第３回一般社団法人森林協会理事会 (沖縄みどり会館)

03/31 13:30 退職職員辞令交付式 (庁舎２階)

04/01 13:30 職員辞令交付式異動及び新採用５名 (庁舎２F)

職員昇格事例交付

04/02 11:00 青少年交流の家新任職員来庁対応 (庁舎１F)

13:30 令和３年度公立学校教職員着任式 (庁舎２F)

14:00 職員辞令交付(船舶乗務員:兼城) (村長室)

04/05 13:30 木造住宅建設に係る仕様書作成協力について打ち合わせ (村長室)

株式会社新洋当間部長ほか１名

04/06 10:00 庁議

13:40 一般社団法人渡嘉敷村観光協会販促事業現地取材で来庁対応(村長室)

琉球放送職員３名

14:00 辞令交付式(船舶乗務員:田原、徳村)(村長室)

04/07 10:00 渡嘉敷小中学校入学式(新入学小５名、中14名)(渡小中体育館)

15:30 村商工会(コロナ対策要望)来庁対応(村長室)

商工会:新垣会長、古波蔵副会長、山城副会長、小湾経営指導員

同席:神里副村長、玉城観光産業課長

04/08 10:00 渡嘉敷幼稚園入園式(新入園児10名)

11:30 株式会社杉養蜂園冨永監査役、桃山部長来庁対応(村長室)

農林中央金庫熊本支店 平野主任

※養蜂事業について

同席:番田振興係

14:00 阿波連小学校入学式(新入学４名)参列 (阿小体育館)

04/09 13:00 一般社団法人渡嘉敷村観光協会事務打ち合わせ(村長室)

事務局員:田中

04/11 18:00 渡嘉敷区総会出席 ※新区長:知念 優 (中央公民館)

04/12 10:00 大田伊久夫琉球大学農学部教授ほか２名来庁対応(村長室)

※イノシシ赤外線調査試行

16:00 第17回新型インフルエンザ等対策本部会議

沖縄県にまん延防止等重点措置指定4/12-5/5
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(沖縄本島９市、県内全域飲食店時短要請)

17:30 一般社団法人渡嘉敷村観光協会理事会 令和３年度第１回(庁舎２階)

04/13 10:00 観光協会事務局員採用面接(面接:福嶋 舞)(村長室)

同席:田中 守

14:00 藤村隆雄(沖縄県サイクリング協会理事長)及び

謝花さゆり(一般社団法人沖縄県サイクルツーリズム推進協会)来庁対応

※観光新規事業メニュー作りモニターツアーebike島内試走

04/14 09:27 宮里 哲 座間味村宮里村長と電話会談

新型コロナワクチンの接種実施の際、双方が人員派遣等の協力を行う

ことについて確認。

神里副村長に伝え、民生課西田に座間味村と連絡を取り派遣人員につ

いて調整するよう指示。

10:25 一般社団法人渡嘉敷村観光協会事務局員採用辞令交付(村長室)

辞令交付:福島 舞 同席:田中 守

04/16 10:05 鈴木祥之 沖縄奄美自然環境事務所 国立公園保護管理企画官(課長)

着任あいさつ来庁対応(村長室)

04/19 10:00 庁議 ※第３次新型コロナ対応地方性臨時交付金事業検討

04/22 10:00 臨時議会(第４回) ※第３次新型コロナ対応地方創生臨時交付金予算補

正

04/23 15:00 沖縄振興拡大会議 web (庁舎２階)

同席:玉城保弘村議会議長 総務課小嶺補佐 新里議会事務局長

17:50 渡嘉敷港静穏度向上に係る県提案防波堤設置により懸念される影響につ

いて、玉城議長と防波堤設置に伴う懸念事項について意見交換

04/28 15:00 「過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法」の施行に関する説

明会 web 同席:企画係小久保栄太郎 (庁舎２F)

04/30 10:10 阿波連区長退任及び就任あいさつ来庁対応(村長室)

前:金城健一 新:平田春吉 (４/28総会にて承認)

05/10 10:00 庁議

18:45 渡嘉敷港静穏度向上対策案に関する懸案事項検討会議(那覇連絡事務所)

出席:座間味哲邦船長、小嶺正和船長

新里武彦次席船長、赤嶺孝夫次席船長

兼元修治次航、奥間良明三航

田原 守那覇連絡事務所長、中村祐三

山城 淳課長補佐

※防波堤設置案について、うねりによる入港困難が想定されないか検証



- 22 -

必要。 ・検証を沖縄県に要望する。

05/11 13:05 「渡嘉敷島でのローカル５Ｇの活用」についてプレゼンで来庁(村長室)

本田孝男 株式会社A.I.S代表取締役

荒木 豊 株式会社DIRECTION

井桁節哉 〃

17:30 渡嘉敷村観光協会理事会 (庁舎２F)

05/12 10:00 南部林業事務所長他来庁対応 (村長室)

仲田真 南部林業事務所長

町田政司 〃 副所長

西岡寛子 〃 主任

同席:玉城広喜 観光産業課長、新垣一清施設係

※造林事業について意見交換

11:05 多田沖縄気象台長とのオンライン懇談(庁舎２F)

同席:小久保栄太郎企画係

13:00 村観光大使 DJSASA 来庁懇談(村長室)

同席:尾崎憲男課長補佐兼観光係、池松友加観光推進係

13:00 宮平克哉 株式会社アトムホームＣＥＯ来庁対応(庁舎２F)

宮平宗幸 〃 専務取締役

中嶋崇史 一般社団法人熊本環境革新支援センター理事

※PPA事業について、ジビエカーについて、

同席:金城 満総務課長、小嶺公志庶務係

18:00 令和３年度沖縄県「体験の風をおこそう」運動推進協議会理事会

(ているる３F第１研修室)

18:30 令和３年度「地域ぐるみで『体験の風をおこそう』運動in沖縄」実行委

員会 (ているる３F第1研修室)

05/14 14:00 令和３年度一般社団法人沖縄県森林協会第１回理事会(沖縄みどり会館)

05/19 10:00 米山 茂沖縄総合事務局運輸部長 来庁対応 (村長室)

上間 要 〃 企画室 観光振興官

丸川遼也 〃 〃 係員(観光庁から出向)

13:00 上記３名儀志布島・前島視察に同行案内へ16:20

05/20 10:00 新型コロナウイルスワクチン集団接種従事医療関係者出迎え(村中公民

館)

13:25 一般社団法人沖縄県地域振興協会理事就任内諾Web会議(村長室)

14:00 一般社団法人渡嘉敷村観光協会事務合せ 事務局員:福嶋(村長室)

05/21 10:00 新型コロナウイルスワクチン集団接種従事医療関係者迎え(村中央公民
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館)

17:00 〃 終了ミーティングにてスタッフにお礼のあいさつ 〃

05/24 10:00 庁議

13:00 海開き(阿波連ビーチ)参列 同行:副村長、教育長

14:00 公益社団法人沖縄県地域振興協会 令和３年度第２回理事会Web(村長室)

16:00 第19回新型インフルエンザ対策本部会議 (庁舎２F)

※政府の沖縄県緊急事態宣言(5/23～6・20)を受けて

05/25 10:00 議案検討会議(庁舎２階)

05/27 13:30 令和３年度南部市町村会定例会 (自治会館)

・沖縄総合事務局開発建設部との懇談会提出資料

・沖縄県土木建築部との懇談会提出資料ほか

05/31 17:30 一般社団法人渡嘉敷村観光協会 臨時理事会(庁舎２F)

06/01 09:50 渡嘉敷診療所 山城医師との懇談(村長室)

※県立病院のコロナ患者受け入れ状況ひっ迫の現状について

同席:神里副村長、金城総務課長、新垣民生課長、小久保企画係

16:00 地域公共交通(乗り合いバス)の存続について協議

同席:神里副村長、金城総務課長、小嶺公志庶務係、金城和作財政係

※経営状況を確認し、支援の在り方を検討していく。

06/03 14:00 県知事とのWeb会議 ※新型コロナー緊急事態宣言 学校休校について

06/04 11:30 第20回新型インフルエンザ対策本部会議(庁舎２F)

06/07 10:00 庁議 / 一般質問答弁書検討会議(庁舎２F)

令和３年６月９日報告

渡嘉敷村長 座間味秀勝

以上、報告を終わります。

○ 玉城保弘議長

これで行政報告は終わりました。

日程第５、これより一般質問を行います。一般質問は申し合わせのとおり答弁を含めて

60分以内といたします。質問者、答弁者は簡潔にお願いいたします。順次発言を許します。

５番座間味満議員の発言を許します。

○ ５番 座間味満議員

皆さん、おはようございます。一般質問通告書のとおり、今回私の方から一般質問させ

ていただきます。まず最初に、学校の備品についてなんですが、現在、渡嘉敷小中学校の

備品、教室の椅子が足りないということで、現在どのように対応しているのか、教育課長

の方にお尋ねしたいと思います。お願いします。

○ 小嶺国士教育課長
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お答えいたします。現在の対応といたしましては、阿波連小学校より机４台、椅子４脚

を借用し、なお不足している分についてはランチルームの椅子を使用して対応しておりま

す。

○ ５番 座間味満議員

ランチルームから持ってきて対応しているということなんですけれど、ランチルームか

ら何脚教室に持ち込みしているのか。そしてまた戻ったら給食の時には戻しているのか。

○ 小嶺国士教育課長

学校からの報告では、ランチルームから４脚借用しているということで、給食時に戻し

ているかどうについては確認とってないです。

○ ５番 座間味満議員

現場から上がってこないと分からないということもあると思うんですが、しかし、毎年

統計調査出していますよね。統計調査で今現在、渡嘉敷中学校１年生14名、全体で36名と

お聞きしているんですけど、統計調査に関しても出しているわけですから、教育委員会と

してはそのへんの中身を把握しながら学校と対応すべきじゃないかと思いますが、そのへ

んどのようにお考えでしょうか。

○ 小嶺国士教育課長

学校備品となっていますので、基本的には学校から要望があったものに対して予算を計

上して購入するという流れになると思います。ただ、議員おっしゃるとおり学校の方とも

う少し連絡をとって、こういうことが今後ないように気をつけたいと思います。

○ ５番 座間味満議員

分かりました。これは早急に対応していただきたいと思うんですが、じゃあ今後どのよ

うに対応するのか、予算を計上しているのか、当初で予算を計上して、実際購入している

のか、今回また補正で対応するのか、このへんをお伺いします。

○ 小嶺国士教育課長

今後の対応については、現行の当初予算において学校より要望があった椅子６脚分につ

いては予算が確保されてます。こちらについては現在購入手続き中ということになってお

ります。ただ、転校生とかというのに関して、なお、不足している分がありますので、こ

ちらの方には本日上げている補正予算の方で小学部で机１台、中学部の方で机４台、椅子

４脚を計上させていただいてますので、こちらが承認された暁には早急に購入手続きに入

りたいと思っております。

○ ５番 座間味満議員

このへん教育長にお尋ねしたいんですが、月１回ですか、両学校長と懇談をやっている

わけなんですけれど、そのへん学校の方から話は上がってこないですか。それとも教育長

自ら課長と一緒に現場へ行って視察する必要があるんじゃないかと私は思うんですけれ

ど、そのへん教育長の考えをお聞かせください。
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○ 新崎直昌教育長

お答えいたします。毎月、議員ご理解のように１回校務研をやっております。そのとき

にそういう課題があれば報告するようにはなっておりますけれど、なかなかそういうこと

が上手くいかなかったというのが今回の例じゃないかなと思います。

それともう１点は、コロナのこういった状態で、それがずれたり、学校訪問がずれたり

とか、そういうのがあったのが一つの原因じゃないかと考えております。

○ 玉城保弘議長

休憩します。

再開します。

○ ５番 座間味満議員

次年度なるんですけれど、先ほど教育課長の方から話もあったんですが、椅子６脚とテ

ーブル１つというふうに購入するという計画があるとおききしたんですけれど、ぜひ調査

に出向いて、現場に行って出向いて、テーブルもだいぶ老朽化しているというふうな話も

お聞きしていますので、そのへんも次年度の予算で構いませんので、それとも９月の補正

でやるのか、ひとつこのへんも含めて検討の程をよろしくお願いしたいと思います。

続きまして２番、渡嘉敷区の事務所についてなんですが、我が村では渡嘉敷区区長、そ

して阿波連区区長、両部落、今回総会もやりまして両方の区長が替わったということで、

部落の行事は区長が推進してやっていくと。村の行事に関しては村長がやるということに

対して、要するにこちらにも出してありますように渡嘉敷区の自治会の会則では、事務所

は字渡嘉敷209番地。現在の公民館ですね、事務所を置くとなっているが、現在どのよう

になっているのか、そのへんを村長にお伺いしたいと思います。

○ 座間味秀勝村長

お答えいたします。まず、昭和45年７月28日に旧公民館、前の保育所、今の郵便局の向

かいにある今使っていない建物ですが、これが昭和45年７月28日に落成しているという記

録が残っております。そして現在の中央公民館、これは昭和53年４月12日に落成祝賀会、

昭和53年築ということになります。渡嘉敷区自治会の会則がいつ制定され、どのような経

緯で公民館に事務所を置くとされたかは承知をしておりません。私は平成４年４月に教育

委員会事務局に採用されております。当時、教育委員会事務局は今の中央公民館の中にあ

りました。それから29年２カ月余りの月日が経過しておりますが、当時から現在に至るま

で中央公民館内の一定の場所を指定して区の事務所が設置されたということはなかったも

のと認識しております。

○ ５番 座間味満議員

村長、自治会の会則を読んだことありますか。そして村長は実際この前の渡嘉敷区の部

落の総会の時に、現区長に協力するというふうな話も聞いていますけれど、自治会の会則

では209番地に置くという。これも村長も協力するというのはただ口先ばかりで協力する
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のか。実際行動に出して区長と話し合いをしながら事務所を置くのか。今までの区長は大

変だったと思うんですよ。お家で自分で計算しながら決算書をつくると。そういう経緯も

ありますので、村長これからですね区長とも話をしながらぜひ公民館にどの場所に置くの

か、そのへんに関して村長がどのようにお考えなのかお聞かせください。

○ 座間味秀勝村長

以前にですね、前の区長からも同様の相談をいただいたことがあります。要するに会則

には事務所を209番地に置くというふうになっておりますということで。ですが現在の公

民館では、そこに専用のスペースとして提供できるスペースはないということを申し上げ

ており、書類の保管庫、これについてのみ置く場所を提供しているというところでござい

ます。なお、今後のことについては中央公民館が完成から43年を経過しているということ

もあります。今後建て替えを検討する中で多目的機能を有する施設とすることが必要であ

ると考えておりますので、その中で必要な機能として検討していく必要があるというふう

には考えております。

○ ５番 座間味満議員

これですね、村長、今おっしゃった多目的に公民館の建て替えというお話も出てますが、

現況を見ながら対応できるところは私の考えでは早めに対応して、要するに書類を置ける

場所だけでもいいですから、そのへんの確保をできないでしょうか、お伺いします。

○ 座間味秀勝村長

先ほど答弁したつもりでございますが、公民館の中に書庫、ロッカーを置くことについ

ては現在も許可をして置いていただいているということでございます。

○ ５番 座間味満議員

村長これは実際、現区長も把握の上ですか。

○ 座間味秀勝村長

前の区長から当然引き継ぎがされているものと思っておりますので、これまでの書類等

についての保管ですね、区の書類の保管についてはそこでされているものというふうに考

えております。

○ ５番 座間味満議員

保管されていると考えているというよりも、村長自ら行って話を聞いてみて下さいよ。

両部落のことも考えて。阿波連も実際生活館でいろいろ事務所構えていますよね。そのへ

ん密に区長と部落行事のことですから、そのへんも交えて先ほどもおっしゃっていたんで

すけど、村の行事は村長の責任、部落の行事は区長の責任と。整理とまでは言いませんけ

れど、行事をやっていくというのがありますので、そのへんも早めに煮詰めて、区長と相

談しながらやっていただきたいと思いますので、そのへんの検討をよろしくお願いしたい

と思います。

続きまして、最後になりましたけれど、港湾対策についてなんですが、まず最初に、ゴ
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ールデンウィーク期間中、５月１日から５月５日までの入客数、１日平均何名いたか、船

舶課長お願いします。

○ 我喜屋元作船舶課長

座間味満議員の質問にお答えいたします。ゴールデンウィーク期間中の入域客数は高速

船、フェリー合わせて平均553名となっております。

○ ５番 座間味満議員

１日553人、約渡嘉敷の人口に近いですよね。これに関して、以前にも話が出ましたよ

うに、船員からコロナウイルスがでるんじゃないかという懸念も前にあったわけですよね。

それに対して、じゃあ事業者と一緒に、コロナ対策協議会もあるわけなんですけど、私の

考えなんですけど、私の憶測ですが、協議会で検討したのか、船を増やすのは村長独断で

やったのか、そのへんのお聞かせ下さい。

○ 座間味秀勝村長

渡航自粛、これは２番目の質問というふうに捉えてよろしいでしょうか。渡航自粛を放

送したのはゴールデンウィーク期間中のダイヤの３便運航したのはなぜかということに対

するお答えということでよろしいでしょうか。

まず、本村では乗船の予約というのが予定日の運航日の２カ月前から予約ができるとい

うふうに取り扱っております。沖縄県のまん延防止等重点措置が出されたのが４月９日で

ありました。その時点では既に予約を多数受けているという状況がございましたので、こ

れについては予定どおり運航するということで判断をしております。

○ ５番 座間味満議員

以前からも運航するというふうに決めているということなんですが、実質的にいえば欠

航ということはできなかったんですか。

○ 座間味秀勝村長

先ほど申しあげましたけど、もうその時点では既に便によっては満席近い予約が入って

いるという状況がございました。その中には地元への宿泊の予定者、日帰りだけでもない、

宿泊予定者等も含まれていると考えられます。地元の事業者の利益を確保するという観点

からも欠航は好ましくないというふうな判断をしております。

○ ５番 座間味満議員

ただいまの答弁なんですが、欠航に関しては相応しくないということで、最後にも３番

と重複するんですが、放送では渡航自粛しなさい、しなさいと。逆に船にはコロナいらっ

しゃい、コロナいらっしゃいというふうに捉える方も実際村民にいたと思うんですよ。実

際出たわけですから。そのへんに対して、これからもコロナがゼロというのは絶対ないと

思うんですよ。

ある観光客から話を聞いたんですが、来たけど食事もできないと。やっぱりそうですよ

ね、お店もコロナで警戒しているわけですから、閉めているところもあると。じゃあ渡嘉
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敷村は観光立村ですから、来て食べるものもないということに関してデメリットが大きか

ったんじゃないかと私は思うんですが、村長はどのようにお考えでしょう。

○ 座間味秀勝村長

飲食店等の営業については、各飲食店等のホームページ等でのお知らせもしているかと

思います。通常は日帰りで当てもなく来るということであれば、そういった食べる場所が

あるのかなということ等をインターネット等で検索をするなりして調べて来られるという

ことが当たり前なのかなというふうに感じます。行けば何とかなるといって来られた方が

たまたまそういう目に遭ったというはあるのかもしれませんが、先ほども言いましたとお

り、ゼロにするということでは経済が成り立ちませんので、両立する方向で、両立のバラ

ンスをどこに置くかということになると思うんですが、それはその時々の村内のコロナの

感染状況等も踏まえて判断をしていくということになるかと思っております。

○ ５番 座間味満議員

ただいまの答弁なんですけど、インターネット等で自分たちはホームページを立ててい

るところもあるわけなんですが、実際これを修復してないと、通常どおり営業しますよと

いうミスも実際あったかと思うんですよ。それに対してじゃあ渡嘉敷に遊びに行こうかと

来たときに、やっぱり違ったと。食事もできないということもあったかと思うんですが、

このへんに関して、コロナがゼロというのは絶対ないわけなんですけど、そのへんに対し

て次回村長はどのようにやっていくのか。中にはある離島ではゴールデンウィーク３日か

ら５日まで船を全便欠航された離島もあるんですよ。そのへんに対してこれから先のこと

を考えて、村長はどのようにお考えなのかをお聞かせ下さい。

○ 座間味秀勝村長

昨年の２月頃からコロナということが表に出てきたかと思っております。そして昨年４

月以降には国の臨時交付金等を活用しまして、コロナの感染防止対策、あるいは事業者へ

の支援とこれまで行ってきております。なぜそれをしたかというと、経済との両立を図る

ためであります。要するにコロナが収まるまでじゃあみんなおとなしく黙って、船も欠航

させて生きていきましょうということではないと思っております。感染防止対策を最大限

とりながら、お客さんも迎え入れるということが経済との両立を図るという方向かという

ふうに私は判断をして取り組みをしてきたつもりでございます。今後もですね、もちろん

感染状況を踏まえながらではありますけれども、そういった両立できる方向、経済との両

立ですね、これを模索しながら進めていきたいと考えております。

○ ５番 座間味満議員

経済の両立、これは確かに必要だと思うんです。みんなやっぱり生きていかないといけ

ないわけなんですけど、実際交付金とかでは、特に事業者とか厳しい環境にあるんじゃな

いかと。中には閉めようかというところも実際あるわけなんですけれど、現在沖縄県でも

300名という、363名が一番多かった時期で、やっぱりこれが夏場に向けて７月、夏休みに
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入ったら実際これの倍出る可能性というのも十分あると思うんですよ。このへん村長よく

議会の中でも話し合いを出して、どのように対策するのか、もういっぺん検討していただ

きたいと思いますので、ひとつそのへんよろしくお願いします。

これで私の一般質問を終わります。ご答弁ありがとうございました。

○ 玉城保弘議長

これで５番座間味満議員の一般質問を終わります。

次に、６番當山清彦議員の発言を許します。

○ ６番 當山清彦議員

おはようございます。一般質問通告書に従いまして質問を行います。まず、保育所運営

についてお伺いしますが、過去伺ってまいりました保護者による保育士への嫌がらせ行為

が発生して、この問題を取り上げております。内容については当局は把握しているものと

思っておりますので進捗状況を伺います。

○ 座間味秀勝村長

保育所運営についてのご質問でございます。これについては保育所に常勤の所長を廃止

するということの人事については、これに係る事務分掌の見直しを行うということをこれ

から取り組んでいきたいというふうに考えております。これについては外部からというよ

りは内部昇格を含めて、また新しい人材の採用等もしなければ今後また続いていかないと

いうこともありますので、そこらへんの人事等を含めて検討しているという状況でござい

ます。

また、議員ご指摘の保育所が有事の際の職員の不安ということでございますが、これに

ついては現在ある危機管理マニュアルに沿っての対応を確認しながら、引き続き園内研修

等を行い、これまで以上に職員との連携を密にして、不安の解消に努めるとともに適正な

人事配置に努めてまいりたいと考えております。

○ ６番 當山清彦議員

そのマニュアルについてですが、いつ作成されて、いつから実施されているのか伺いま

す。

○ 新垣聡民生課長

危機管理マニュアルについてはこれまでも答弁したかと思うんですけれども、毎年行わ

れている訓練等において見直しがあればその時点で見直しをする。いつ管理マニュアルを

策定したかということに関しては、今、すみません答弁ができません。

○ ６番 當山清彦議員

前回補正予算の質疑の中でお話を伺ったと思っております。その中で教育委員会に関し

ては小嶺課長からご連絡をいただいて、私も意見を述べさせていただいて、その進捗とい

うは確認をしておりますが、民生課の保育所運営でこの事件が発生してから、その後に何

を修正しているのかを伺えたらと思います。
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○ 新垣聡民生課長

今おっしゃられたとおり教育委員会の方で進められているということで教育課長の方か

らも資料をいただいて、その資料をもとに今現在、中身を精査している状況であります。

よってきちんと策定ができていない状況ではあります。

○ ６番 當山清彦議員

この事件が起こってから１年以上経っている状況です。保育士からまた保育所からの職

員から、私はどうにかしてくれというふうに伺っています。この通告書に書いてあります

けれども、所長に事故のある時には主任保育士が職務を代理すると書いてあります。結局

主任保育士はそういうことができる人間は配置していると思っております。ですのでもう

主任保育士でいいのかなと。村長は外からの起用は考えていないということですから、そ

れでいいんじゃないかと思っております。人件費もかかりませんから。見解を伺います。

○ 座間味秀勝村長

主任保育士を所長という立場に置くといったときに、この所長として、先ほども述べま

したけれども、所長としての事務分掌がいかなるものかということについて精査をしてい

く必要があると思います。主任保育士を所長というかたちで上げてしまうとですね、今度

は誰かを主任保育士に上げないといけない。そうなると現場の保育士が足りなくなるとい

う状況がございます。人事も含めて検討をしていると。新規の採用も含めて考えていかな

ければならない事項だと思っております。

○ ６番 當山清彦議員

１年以上経っていつ精査するんですか。事務的な話と申しますけれども、じゃあ主任保

育士が所長を兼務することによって、どれぐらいの仕事量が増えるのか伺いたいと思いま

す。

○ 座間味秀勝村長

先ほどの答弁のとおりですが、現在この事務分掌を整理していると、どこまで所長の責

任というかたちで現場に投げるべきか。そしてまたそれを統括する民生課長としての役割

はどこまでかという部分についての明確な線引きはまだできておりませんので、それを今

後検討していくということになります。

○ ６番 當山清彦議員

新型コロナウイルス感染症の対策で民生課長たいへんお忙しいと思っております。です

が問題が起こってからたいへん時間が経っておりますので、早急に進めていただけたらと

思っております。

次の質問に移ります。コロナ禍における家庭の実情は様々であります。入所資格のコロ

ナ禍における特例制度を入れていただきたいということでございますが、現在入れていな

い方がいらっしゃると伺っております。これは渡嘉敷村保育所保育の実施承諾基準要綱の

保護者の勤労状況で今入所できていない状況だと伺っておりますが、この件についてまず
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現状と、コロナ禍における特例制度についてどのようにお考えか見解を伺います。

○ 新垣聡民生課長

まず、コロナ禍における家庭の実情で特例制度について答弁したいと思いますが、コロ

ナ特例制度というのは村独自でそれを制定をしてということになる思うんですけれど、現

状において特例制度の根拠を示すことが難しいかなと考えております。議員おっしゃると

おり現状におきまして緊急事態宣言等で雇用主から自宅待機を命じられたり、勤務時間の

制限があったりということでその基準に満たない、またフルタイムが短時間になるという

方もいらっしゃるという実情もあります。現に今こういう相談も受けております。担当課

としては保護者やその保護者を雇用している雇用主などから内容を聴取し、今のコロナ禍

における現状に合わせて柔軟に対応していこうかというふうに考えております。

○ ６番 當山清彦議員

この件については事前に民生課長からご連絡いただいて事前にお話はしておりますが、

今課長が答弁した内容をどのようなタイムスケジュールで行っていくのか。今現在預けれ

ていない現状があるわけで、それを早く進めていっていただきたいと思ってですね、タイ

ムスケジュール的なことまで伺えたらと思います。

○ 新垣聡民生課長

実際この場でタイムスケジュールを明確に答えられるかというと難しいかと考えており

ます。

○ ６番 當山清彦議員

しっかり村民に寄り添い、また事業主も今大変でございます。雇用調整助成金を活用し

ながら何とか雇用を保っている状況ですので、そこは加味していただいて早急にお願いい

たします。

次の質問に移ります。内部統制制度について過去何度も伺っております。私としての要

望としては副村長を筆頭にやっていただきたいということを述べてまいりましたので、副

村長に進捗状況を伺います。

○ 神里敏明副村長

内部統制に係る進捗状況について答弁をいたします。昨年12月の定例会以降の状況にな

りますけれども、これまで議員より監査業務において統一見解がされていないものが多す

ぎるというような指摘が多々ありました。例月出納検査等で指摘された事項については書

面により確認できるものもありますけれども、監査委員から直接口頭での聞き取りであっ

たり、指摘された事項については把握できていないものがあることから、２月16日、だい

ぶ前ですけれども、庁議において各課長へ監査において監査委員から口頭での指摘を受け

た事項について、指摘事情の内容、それから回答内容について提出するよう指示したとこ

ろでございます。内部統制を図る意味で各課長に指示を行っておりますが、現時点でまだ

そういった提出がない状況でありますので、これも早急に対処したいというふうに考えて
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おります。

それから、村の財務関係の一番基本となります財務規則については、大幅な見直しが必

要になるということで、今回、一般会計補正予算に財務会計例規整備支援業務の委託費を

計上しておりますので、予算成立後は速やかに実施し、整備後は財務に関する事務が適正

に処理されるよう統制を図ってまいりたいと思います。

それから、リスク管理についても、これまであった苦情事案や問題となった不適切な事

務処理等の一覧が現時点ではまだ未作成となっておりますので、この件も各課長に指示を

し、早急に取りまとめていきたいというふうに考えております。今現在がこういったよう

な状況でございます。

○ ６番 當山清彦議員

内部統制制度についても過去何度も伺ってきております。やはりちょっとスピードが遅

いと言わざるを得ないと思っておりますが、そこで以下伺っておりますが、２番と３番は

ほとんど同じような問題でございます。これまで各支援団体への補助金の運用とか返還等

についての見解が統一されていないと。各係、またその他課長補佐であったり、課長であ

ったりと皆さん意見が違うわけですよ。それで根拠のないまま財政支援団体に対して返還

しろとか、そう言っていること事態がおかしなことなんですよ。これについてまず見解を

伺えたらと思っております。

○ 座間味秀勝村長

これについては私の方から答弁させていただきますが、まず、村内の各種団体等への補

助金の交付ということについては、渡嘉敷村各種団体に対する補助金交付規程がございま

して、これにより、また、社会教育団体等については個別の要綱を定めて、この規定の取

り扱いによる運営をしているということでございます。

議員ご指摘の統一見解の根拠がないままという部分がありました。この統一見解という

のは本来は、渡嘉敷村各種団体に対する補助金の交付規程、これがそれに当たるかと思う

んですが、これには細かな要綱等別に定めるものがございません。この規定の中で現在は

第８条に、この規定による補助金の交付を受けた団体が次の各号の一つに該当するときは

村長はその時の一部または全部の返還を命ずることができる、というふうな書かれ方をし

ております。具体的にそれが何かと、どういうふうにやるのかということについては定め

がございません。同規定は運用、返還等の取り扱いに係る詳細な取り扱い要綱、根拠を十

分に示されていないことから、今年度において改正に向けて検討するよう指示していると

ころでございます。

○ ６番 當山清彦議員

今村長がおっしゃったとおり、ちゃんとした規定がない、統一見解がないという話です

が、今回、社会福祉協議会は返還したと聞いております。これについてどのような内容だ

ったのか伺いたいと思います。
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○ 座間味秀勝村長

これは補助金というものについては、その使い切れなかった部分については返していた

だきたいということでございます。その使い切れなかった部分についての返還をお願いし

たいということでございます。

○ ６番 當山清彦議員

その中で補助金を何につかったとか、そういった根拠になる資料を向こうがつくってい

たのかどうか、そして当局がそれを確認したのかどうか、それ以外の部分で返還を求めた

のか、そんへんの詳細を伺えたらと思います。

○ 新垣聡民生課長

ただいまの社協に関しては民生課の管轄ですのでお答えしたいと思います。運営補助金

とは別に各事業の補助金がありまして、自主財源等も利用料とかの自主財源もあります。

その中で補助金をつかわない部分に関しては今年度返還というかたちをとらさせていただ

いております。

○ ６番 當山清彦議員

なのでその補助金を何につかった、使途、それも全て確認した上で、社協が納得した上

で返還したのかどうか。そのための協議を行っているのかどうか、そのへんを伺いたいと

思います。

○ 新垣聡民生課長

それに関しては、社協の事務局長並びに村の担当者、副村長、総務課長等と協議をして

決定しております。

○ ６番 當山清彦議員

この件に関しては通告していないので、これ以上は聞きませんが、社協も監査入る予定

です。その際にまた詳細を確認していきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。

もう１件だけ、ＰＴＡの補助金、教育課長か教育長に答えていただけたらと思いますが、

今回、最初５割カットするという話を伺いました。当局の中で協議をされて３割カットま

では頑張ったと。でまた次、５割カットするとか、そういった話がＰＴＡにきているわけ

ですね。こういったところもなんでそこまで減らされるのか、社会教育団体ですから、皆

さんが社会教育団体を育成するつもりがないのか、そのへんの詳細を伺いたい。通告して

いないのでできないなら後でもいいです。お願いします。

○ 小嶺国士教育課長

社会教育団体を育成する気がないのかという話になると、そうではないと考えています。

ただ、村全体の財政状況を考えると一律に下げているつもりもないんですが、皆さんにも

ある程度の我慢をしていただきたいということで、今年度は３割減、今後財政状況によっ

ては、もしかしたらという話はさせていただきましたが、明確に５割カットという話をし

ているという認識ではないです。
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○ ６番 當山清彦議員

そのへんもですね、やはり交付されている団体と皆さんとでは、やはり意見の相違があ

るわけです。このへんはまた後日協議させていただきたいと思っています。よろしくお願

いします。

３番、村における商工会とはと書いております。令和２年度補助金の減額がありました。

その際にも一般質問でお話させていただいたつもりでございます。その中で様々な議論を

してきて、またこのコロナ禍の中で商工会の補助金を返還しろとかそういう話が出てきて

いるのが事実で、これは例月出納検査の時に観光産業課長、そして課長補佐、係を呼んで

お話をさせていただきましたけれどもやはり統一見解がない。村として商工会というもの

をどういうふうに考えているのかというのを伺いたいんですよ。お願いします。

○ 座間味秀勝村長

まず、この商工会という組織は、商工業の総合的改善発達を図ると共に社会一般の福祉

の増資に資することを目的として法律に基づいて定められた特別認可法人であります。村

商工会は地域の総合経済団体、又は中小企業の主要団体として豊かな地域づくりと商工業

の振興のために様々な地域振興事業に取り組んでいることと認識をしております。

私は、平成22年度に当時の経済課において商工観光係を拝命し、平成28年度までの７年

間に渡り商工及び観光の係を担当をしておりました。その中で平成24年度に一括交付金が

導入されて以降、当時修学旅行の受け入れの業務を担っておりました商工会に専従の職員

を配置できるように立案し取り組んでまいりました。平成30年度までの７年間にはトータ

ルで2千600万円の支援をしております。また、商工会事務局の運営補助金についても平成

25年度から27年度までは毎年209万7千円、平成28、29年度は210万円、平成30年度令和元

年度は228万円。そして新型コロナの影響を受け令和２年度は300万円を超える補助金の交

付を行っております。こちらにグラフを用意しております。上のほうが商工会の補助金、

下の方が先ほど言った修学旅行の受け入れに関する一括交付金を活用した事業費の補助金

支援でございます。

村の財政においては財源のほとんどを国からの交付税や交付金、補助金に依存しており

ます。交付税の伸びが期待できない状況であります。村内事業者の利益を上げ、住民税な

どの税収を増やし、財源を確保し村民の福祉向上の取り組みをする、充実させることが行

政の責務だと考えております。経営改善指導や設備投資などの融資の窓口となる商工会は

コロナ禍にあっても村内中小事業者の事業継続、利益確保のため新たな取り組みを支援す

るなど重要な機能になっていると認識をしております。その商工会に対する支援は手厚く

行ってきたつもりでございます。

○ ６番 當山清彦議員

なので、まず昨年度で削減されたこと。その際に私は申し上げたつもりでございます。

さっきの各種団体補助金もそうですけど、民間へのしわ寄せじゃなくて、まず身を切って
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からこういったところには手を付けてこないと、どうしても苦情がくるわけでございます。

そして今回、補助金を返金しろということで今回このような話になっているわけですが、

その際に商工会の事務局はちゃんと補助金を何につかっているのか、そういった資料、根

拠というものを示しているわけです。根拠がないまま返還しろという話を今回されたわけ

ですよ、当局は。

通告にありますように、村長が代わる、役職人事が代わる、３年４年で代わるわけです

から、政局の中で村の商工会、さっき村長が申し上げたことはたいへん重要ということは

理解はできたわけです。にもかかわらずやっていることはおかしいですよということを言

っているんです。今後また同じような話があるんですか、村長。

○ 座間味秀勝村長

令和２年度300万円余りの交付をしておりまして、これについて使い残しが40万いくら

あると、全体でですね、いうふうに確認をしております。それについては返還をしていた

だきたいということを申し出ております。

○ ６番 當山清彦議員

なのでその内容というものはちゃんと把握していますか。時期繰越金がこれだけある、

補助金を何につかったかというものを把握した上で返金しろということですか。そのへん

を伺えたらと思います。

○ 座間味秀勝村長

商工会の運営は会員の会費、そして県からの補助金、そして村からの補助金ということ

になっているかと思います。県からの補助金については定額補助で返還の必要はないとい

うふうに聞いております。しかし、村からの補助金について、これを充てて40万円トータ

ルで余ったということであれば、本来は要らなかった、この分はお返ししますというのが

補助金としての考え方かなと思います。しかしそれが明確に、先ほども言いましたけれど

も、明確に補助規程要綱、あるいは決定通知書に明記をしていないということで返還を拒

むということが今現在起きております。ですから、これについては本年度しっかりと交付

規定を整備をし、補助金の取り扱いを行っていくというふうな考えをもっております。

○ ６番 當山清彦議員

村長、ここでですね、補助率の問題は考えたことありますか。商工会全体の予算、全て

含めてですね、村から入ってくる予算がこれだけ、その補助率とかも考えた上でこのお話

はされていますか。

○ 座間味秀勝村長

補助率云々という話ではなくて、必要な経費として求められた分を交付しましたが使い

切れませんでした。使い切れなかった分についてお返しいただきたいというふうに申し上

げております。先ほどご説明申し上げましたけれども、平成25年度209万7千円が現在は30

0万円というふうに、要するに90万円、この間にアップしてきております。率で決めてい
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るわけではありませんけれども、県からの補助金、会費でもって、足りない分について村

が補助をしてきているという流れの中で、こういう結果になっておりますので、この中で

毎年繰越金が出るということ事態は、本来好まし状況ではないと私は思っております。補

助金を受けた団体が使い切れず繰り越しましたということであれば、使い切れなかった部

分は一旦お返しいただくと。必要な分についてはまたその次の年度に要求をしていただく

ということが適正な取り扱いだと考えております。

○ 玉城保弘議長

休憩します。

再開します。

○ ６番 當山清彦議員

商工会からの追加資料も見られていないということですけれども、いくら時期繰越金が

あったからといって、やはり根拠がないわけです。先ほどから言っているように交付規定

が整備されていない、プラス統一見解もないままで返還しろといった内容です。もう一回

伺いますが、今後整備するという話ではありますが、同じような話がありますかこれから。

村長はまだ資料も見ていないという話じゃないですか。なので通告しているとおり、村長、

課長、統一見解ない。今答弁しているのは村長、また課長とは考えが違うかもしれない。

この資料も見ていないわけですから。地域を支える商工会、地域の企業を支える商工会の

安定的な運営をしたいわけです。それが皆さんで揺らいでいるわけです。商工会としては

今後弁護士と相談するという話まで私は伺っております。

村長、先ほど申し上げたとおり商工会法に則って設置されているわけでございます。こ

れを自治体が、この運営を揺るがしているのが現状です。このことについて今後こういっ

たことがないようにしていただきたいと思います。見解を伺います。

○ 座間味秀勝村長

必要な経費について、これまで補助をしてきて、それを元に運営できてきているものと

私は考えております。今回については40万円以上、手元にあります資料によると44万4千5

03円の繰越金が出ていると、令和２年度で出ているということでございまして、それにつ

いては補助金を返還していただけませんかということを申し上げているわけでありまし

て、商工会の運営を圧迫しようという考えでそういうことをしているのではありません。

但し、先ほどから申し上げておりますように、こういった場合にはこうしますという明確

な規定がこれまで策定されてこなかったことが原因の一つに考えられますので、そこはき

ちっと策定をして、しっかり支援をできるような体制をつくっていきたいというふうに考

えております。

○ ６番 當山清彦議員

答弁があまり変わらないのでお願いしたいんですが、観光課長、商工会としっかりと協

議した上で今後進めていっていただきたいと思うんですが、観光課長の見解を伺えたらと
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思います。

○ 玉城広喜観光産業課長

質問にお答えいたします。商工会の位置づけとして先ほど村長が答弁したとおり私も同

じ意見をもっております。そういう中でこれまで団体補助金に関しては全ての団体に補助

金する要綱ということで準用してきましたが、なかなかそれに当てはまらない団体もいる

のかなという考えもございます。そういう中で他市町村の補助金への補助金規程要綱等を

今勉強中でありますので、適正な運営を図れるような要綱整備に努めていきたいと思って

おります。

それから、商工会の支援ということで今お話をしておりますが、商工会、それからその

周りの中小企業の皆さん事業者への支援については一括交付金を活用した観光客入客受け

入れ業務等について事業者の皆さんのスキルアップ等の事業も支援しておりますので、そ

ういうものも含めて、今後も継続して支援をしていきたいというふうに考えております。

○ ６番 當山清彦議員

商工会についてですけれど、経営改善普及事業において、これまでで最も多い月に118

件の相談、年間をとおして824回の巡回窓口相談が実施されております。また、金融斡旋

についても貸付総額2億7千310万円、これも過去最高となっております。商工会がなくな

った場合のことを考えていただきたい。島の小規模事業者は本島に相談に行かなくてはな

りません。そのへんも踏まえて商工会とも協議の上、要綱の作成、また安定的な運営を図

れるためにご協力いただけたらと思います。よろしくお願いいたします。

次の質問に伺います。道路行政について伺います。これについてですが、住民から当局

への要望とありますが、このへんはちょっと要望した方が曖昧で、複数の職員、または駐

在には相談していたそうですので、正式な要請ではないので、このへんは削除させていた

だきたいと思います。

現在、改修が進んで直線道路の速度超過が増える一方ということでございます。近くに

は阿波連小学校があり、また安波連ビーチの端っこ、エントリーする場所でもあるわけで、

ここに段差舗装、あとは注意喚起というものをしていただきたいと思っております。見解

を伺います。

○ 座間味秀勝村長

議員ご質問の道路は、昨年度改修舗装した阿波連漁港へ繋がる道路のことと認識をして

おります。改修舗装したことで路面が滑らかになってスピードを出す車が増えたというよ

うなことかと思いますが、そういうことであれば状況調査をして、スピードを出し過ぎな

いような注意喚起策を検討、実施してまいりたいと考えております。

○ ６番 當山清彦議員

よろしくお願いします。このへんも阿波連小学校や周辺住民にしっかりと聞き取りをし

ていただいて進めていっていただけたらと思います。よろしくお願いします。
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議長、休憩お願いします。

○ 玉城保弘議長

休憩します。

再開します。

○ ６番 當山清彦議員

オンライン学習塾について伺いますが、これまで同じ内容でお話してまいりました。そ

こで一括交付金事業だからということで単年度事業ということでタイムラグが発生してい

るわけでございますが、子どもたちの教育の場が削られているというような考えもできる

わけです。しっかりと予算執行をするためにも財源の見直しが必要だと、これまで訴えて

まいりましたので、今年度の事業者も決まったということで、この件についてどのような

お考えをもっているのか伺います。

○ 小嶺国士教育課長

お答えいたします。令和２年度予算における未執行分については、予算額が対象児童生

徒全員が塾を利用するものとして計上されていること。令和２年４月７日から５月20日ま

での間、休校措置をとったことにより約１カ月間発注業務が遅れたこと。事業実施におい

てタブレット端末の調達価格が下落したこと。冬季合宿の費用の一部を保護者に負担いた

だけたこと。新型コロナウイルス感染拡大防止のため一部プログラムを中止やオンライン

で行ったことによる経費の減額により生じていると考えています。今年度は４月15日に事

業着手しており、６月上旬、今現在なんですが、契約書を作成しているところまでは進ん

でいる状況です。

当該事業は、これまでご説明しているとおり一括交付金を財源として実施しておりまし

て、どうしても最初の手続きにより、これぐらいの時間はかかるというふうに認識してい

ます。議員から以前からご指摘があるように複数年度事業契約という話がありましたが、

こちらの方は難しいという認識になっていますので、どうしてもこのぐらいのタイムラグ

は出るという認識になります。

○ ６番 當山清彦議員

こちらも監査でも一般質問でもやってきた内容ですけれども、結局、１年で事業者を変

えるための入札があるわけですよね。それで結局１年間やってきて、次にいくための実績

がなくなるということもあるわけじゃないですか。次の新しい事業者になった場合。そう

いった部分も考えられるわけです。プラスこれまでやってきた中で４月からスタートで９

月だったじゃないですか元々は。それを７月とどんどん狭めていっていただいている。こ

れも当局も事業者の方々の努力だと思っておりますが、やはりまだ期間が空いている、そ

して単年度事業という不安定さ。子どもたちのためのものですから何とか財源の見直しと

いうものを考えていただけないかと思っております。そのへんについて何か見解いただけ

たらと思います。
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○ 小嶺国士教育課長

令和２年度の事業におきましては、年間約750万円ぐらいの事業費がかかっておりまし

て、こちらを村で全額負担するということは財政状況的には厳しいというふうに課として

は考えています。なので何かしらの補助事業を活用しないと事業自体の実施ができないと

いう観点がありますので、こちらの方については現在は一括交付金を使用していますが、

他に使用できる財源があるかどうかの調査も含めて検討はしたいと思います。

○ ６番 當山清彦議員

他の国、県の補助メニューもしっかり調査していただいて、何度もいいますが子どもた

ちのための予算ですから、しっかりしていただけたらと思います。

次に２番、事業評価について伺いたいんですが、今教育振興会さんが受託されていると

思います。３年目になるんですか、２年目ですか、２年目になって、この事業の評価とい

うものがしっかり評価できているか、というのをお聞きしたいんですね。保護者からいろ

いろ意見を伺っているんですよ。今回のプロポーザルで点数でプロポーザルで10ポイント

差ということで大変僅差だった。このへんもやはり今の教育振興さん側にもやはり何か問

題がでてきているのかなと、新たな大手が今回参入してきたと聞いていますが、そのへん

の良かったところ、そして今の悪いところ、そういったものも踏まえて、事業者とも話を

していかなければならないのかなと思っておりますが、この２番について伺います。

○ 小嶺国士教育課長

現行の評価といたしましては、育伸テストという全国規模のテストの点数をもって子ど

もたちの学力の向上に資しているかどうかというのを判断材料としています。今議員がお

っしゃるとおり保護者の方とかの意見、実際通っている子どもたちの意見とかもあるとい

うことなので、今年度については、事業最終段階で保護者に対してアンケートを取るとい

う方向性で今進めています。

○ ６番 當山清彦議員

よろしくお願いします。次の質問に移ります。野良猫の保護についてですが、こちらは

子ども議会で出た内容です。前回、質問して、答弁では４月からの実施を予定していると

いう内容でしたが、現在の進捗状況を伺います。

○ 新垣聡民生課長

議員おっしゃるとおりに３月議会においては、４月からの実施を予定していますという

お答えをしておりますが、実施のところ準備が遅れている状況でございます。ただ７月の

村の広報誌やホームページ等への掲載の準備をしていまして、その周知後にボランティア

を募集して実施に向けて協議をしていく予定です。またこれに関しては、琉球わんにゃん

ゆいまーるという団体や、あと村内でもすごく興味を持ってくださっている方々がいらっ

しゃいますので、その方々と協議を進めながら実施に向けてやっていこうというふうに考

えております。
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○ ６番 當山清彦議員

７月予定ということですが、もう素案というのはできているんですか。

○ 新垣聡民生課長

要項についてもう既にできあがっていますので、順番としましては村民に対しての周知、

野良猫の今の状況等を周知して、それに対してこういう事業がありますということ、そし

てボランティアを募集という流れで行っていく予定となっているんですよ。前回、南風原

町というお話があったので、南風原町から広報誌等を取り寄せて、それと同じようなかた

ちで広報を行っていこうと考えております。

○ ６番 當山清彦議員

村に対する周知が７月からスタートということでよろしいですか。わかりました。子ど

も議会でも答弁した内容です。子どもたちもきっと期待していると思いますので、しっか

りと進めていただけたらと思っています。

以上で、私の一般質問を終わります。ご答弁ありがとうございました。

○ 玉城保弘議長

これで６番當山清彦議の一般質問を終わります。

休憩します。

再開します。

次に１番與那嶺雅晴議員の発言を許します。

○ １番 與那嶺雅晴議員

通告書に基づいて４点ほど質問をしたいと思います。まず断水についてでございます。

これは今直ぐ明日、明後日、断水するということじゃなくて、今年の梅雨はほとんど空梅

雨であると、テレビでやっていましたけど、５月の梅雨に入ってから宮古島がサトウキビ

が枯れてしまったという情報もありました。島によっては５月31日に90ミリ降ったのが大

きな雨でほとんど降っていない状態でします。よって考えられるのは今年の夏はかなり厳

しい断水等が発生するんじゃないかなと思います。たぶん私に言わせると村長「ナンクル

ナイサ」ではとおらない夏が来るんじゃないかなと思いますけど、それについてどうお考

えですか。

○ 座間味秀勝村長

ご質問にお答えをいたします。まず沖縄気象台の発表によりますと、今期の降水量平年

並みか平年より少ない方に入っているかと思いますといったこと、そして先ほど議員おっ

しゃられたように小雨傾向が続いております。実は、先月早々と九州の梅雨入りが発表さ

れたときにもう既に、私普段こういうものを付けております。見やすくするためになんで

すが、この端っこの方ですね、これが今日現在なんですね、黄色線が６月です。つまり例

年の６月よりだいぶ低いところにあると、いうような非常に見ても取れるという状況にな

っております。まずは節水という呼びかけになるかと思います。
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一番私の記憶にもっとも強烈に残っているのは、平成５年の大渇水であります。その頃

からすると、阿波連に貯水池もでき取水堰もできています。水源の確保等は当時とはまた

違う状況とはなっておりますが、まずは節水それを呼びかけていくことが大事かと思って

おります。

最終的に空から落ちてこないとなれば海水を利用するとか、というようなことに移って

いくのかなと思います。そういったことも視野に入れて準備は進めていきたいと考えてお

ります。

○ １番 與那嶺雅晴議員

今の答弁ですと村長もそれなりの対策はしていると、心の準備等はしているということ

で解釈をしております。これはたぶん今からでもタンクローリーと言いますかね、そうい

ったものも前もって準備しておく必要があるかなと私は思っています。何度も言うようで

すけど、かなり厳しい夏が来ると思います。沖縄の言葉に「ヌスドゥガチカラ チナ ノ

ーティ マニアーラン」という言葉があるように早急に対応できるように心がけてくださ

い。

次いきます。とかしきまつりについてでございます。聞くところによると準備委員会も

解散したということでございますけれども、村の提示版を見ると検討中となっております。

いつもでしたら７月20何日かぐらいに祭り実施しておりますけど、今回もコロナの件で中

止するのかどうかというのが、村民からも今年はないんじゃないかというふうなことがあ

るし、また新たにこれは観光部が中心になってやるはずですけど、そういった準備等もさ

れている様子もないんですけど、今回実施する予定があるかどうか、お聞きしたいと思い

ます。

○ 座間味秀勝村長

祭りについては、プロポーザル方式ということに移行するということで、これは一括交

付金等を活用するということで、そういう変更になっておりますが、昨年、実施ができま

せんでしたコロナで、今年についても先日６月７日に庁議でこの感染拡大の観点から中止

ということを決定をしております。このことについてはこれまで開催してきた、同様のと

かしきまつり、これまでのような祭りの在り方ですね、これは開催は厳しいとの判断から

中止としておりますが、この感染が終息すれば、これに変わるようなもの、そういったイ

ベントも開催できないか、これについては引き続き検討をしていきたいというふうに考え

ております。

○ １番 與那嶺雅晴議員

今月の14、15日でほとんど村民の接種は終わるわけですよね。今まで村民運動会あるい

は駅伝大会等も村民だけでやってきております。祭りに対しては、すぐ今から準備すると

いうのは大変だと思いますけど、村民がコロナでちょっと今、島が活性化していないとい

うこともありましてですね、せめて花火だけでも打ち上げたらどうかなというふうに、私、
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個人的に思いますけど、そういう考えはないですか、村長。

○ 座間味秀勝村長

今現在、そのことについて検討しているという状況ではありません。これは時期とか、

あるいはやり方こういうものについては、先ほど申し上げましたけれども祭りに変わるイ

ベントということの中に含めて、今後、検討はできるのかなとは思っております。

○ １番 與那嶺雅晴議員

先ほど村長中止ということを判断しているんだけど、まだ今のことでは終息したら、ま

たやるという、規模を縮小してやるということ、どっちなんですか。

○ 座間味秀勝村長

これまでのような在り方のとかしきまつりの開催はできないと判断をしております。こ

れに代わるイベントというものが、今度コロナに終息の状況を見て、これに代わるイベン

トというのが開催できないかということについては、引き続き検討をしているということ

であります。

○ １番 與那嶺雅晴議員

これを決定するのはいつ頃になります？

○ 座間味秀勝村長

コロナの終息を状況というものと、その時期がいつになるかによって変わってくると思

いますので、これはコロナがどういうかたちで終息していくのか、これを見ていかないと

何とも言えないということでございます。

○ １番 與那嶺雅晴議員

確かに村長がおっしゃるようにね、そういう状況を判断しないと感染者が多いのに祭り

するのということになるとね、村民からもまた誤解を得ることもあると思いますので、そ

こら辺の判断は冷静にお願いしたいなと思います。

次いきます。コロナ対策についてでございます。今15歳以上となっていますけど、沖縄

県でもある場所によっては12歳から接種が可能だということで実施する予定になっている

町村もあります。わが村ではその12歳からの接種の予定は可能なのかどうか、お聞きした

いと思います。

○ 座間味秀勝村長

はい、お答えをいたします。これについては令和３年５月31日、厚生労働大臣から新型

コロナウイルス感染症にかかる予防接種の実施について、取り扱いについての指示がござ

います。この中で６月１日から12歳以上16歳未満も対象とするというふうな通知がきてお

ります。本村においては、次回、集団接種２回目が６月14、15日、来週の月、火と予定し

ております。このときから12歳以上16歳未満の希望者を対象に接種を行いたいと考えてお

り、既にその対象者となる家庭には、その通知を発送しております。

○ １番 與那嶺雅晴議員
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今村長のおっしゃっている今月の通常は２回目ですよね、中学生になった12歳以上は１

回目となるわけですよね。２回目は村で行うということですか。それとも本島内に行って

行うということですか。

○ 座間味秀勝村長

２回目というお話ですが、村でいうとトータル３回目になるのかなと思いますけれども、

この３回目ということについては、現在７月７日を基準に調整を進めているという状況で

ございます。

○ １番 與那嶺雅晴議員

じゃあ12歳以上は、もう島内でやるというのは可能だということで理解しておきます。

次いきます。学校防災についてでございます。教育長これ手元に届いていると思います

けど、３月１日の新聞に、渡嘉敷村だけ防災水準対応の予定がないと、他の市町村はこれ

から協議して検討するというお話だけど、渡嘉敷村だけ検討もする余地もないようなみた

いなことを新聞に書いてある。これマスコミの対応が悪かったのか、実際どんななんです

か。

○ 座間味秀勝村長

教育長の話の前に私の方から少し説明をさせていただきたいと思います。本件について

は、まず令和２年、昨年10月26日に共同通信社よりメールにて東日本大震災10年に関する

アンケート回答のお願いということでこの調べがありました。それの結果がこの間の新聞

に載っていたという話でございます。これは１月10日に防災主管課である総務課で回答を

しております。すみません。昨年の11月10日に防災主管課である総務課で回答をしており

ます。アンケートにかかる回答の経緯については、令和元年度に村の地域防災計画の策定

見直しを完了しており、そのことと誤解をして回答をしているものですから、もう既に改

正をしているので、改正の必要はないと予定はないということで回答をしたということで

あります。つまりは、答えの内容としては本来学校における学校での防災の見直しという

ことなんですが、村内全体の防災の見直しというふうに誤解をして回答をしたという経緯

がございます。令和元年度見直しを行っていることから、調査の回答に見直しがあるかど

うかという設問に対して、対応の予定がないというふうに回答をしてしまっているという

ことでございます。補足については教育長の方からお願いいたします。

○ 新崎直昌教育長

村長が今、答弁をしたとおりだというふうに今認識をしておりますけれども、この通告

書が届くまで、私もそういうふうに送られていること知らなくて、村の地域防災計画の中

にも学校教育のことについての防災についての記述があって、ただそれだけじゃなくて、

他の法的な根拠のものがありますよね、学校安全法とか、そういうふうなものでは学校の

指導計画の中に全部記載してあります。そして訓練があったり、講師を呼んで講話があっ

たりとか、そういうようなことはやっているということは確認をしております。ですから
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この教育計画の中に、これだけの学習面のこともそうなんですけれども、学校安全計画の

まとまった記載があって、それを私たちも連携を取るためには、教育計画が必要ですので、

そういうことで非常に私たちとしてはいいものが作られているなという、そういう認識は

あります。

またこの中に学校設置者が何を行うべきかというようなことも書いてはあるんですけれ

ども、例えばハザードマップの確認や防火訓練、不審者訓練とか、学校保健安全とか、学

校管理マニュアルとか、危機管理マニュアルとか、もそういうのも書いてあって、やはり

そういうものは、先ほども私も答弁したところにあったわけですけれども、毎月の校務研

の中に学校からの意見として、そういうことがでれくれば、それに対して改善点とか、そ

ういうものを話し合うようなそういうようなシステムにはなっております。

その中で見直し水準を改善をしていく、あるいは達成をしていく、そういうことは非常

に重要なことだというふうには認識はしております。ただ避難経路２カ所以上設けること

とか、渡嘉敷村の地域は非常の急峻な山があって、その山が海の近くまで落ち込んでいる

というような、そういうようなこと等も含めて想定しない水準の災害が起きた場合どうす

るかということについての、まだ評価が足りていないというふうに感じております。また

これは学校だけでは、こういった災害防止はできませんので、皆さんをはじめ村民にもそ

ういうふうな協力を仰がないといけないなというふうには思っています。

○ １番 與那嶺雅晴議員

私もこの新聞を読んだときにですね、何らかの間違いであってほしいというふうに思い

ながら読んでいます。

（「議長、休憩お願いします」の声あり）

○ 玉城保弘議長

休憩します。

再開します。

○ １番 與那嶺雅晴議員

これからも学校のことに関してはいろいろ安全面で配慮していただいて、子どもたちが

健康的で学校生活を送れるようにしていただきたいなと思います。これで私の一般質問を

終わります。ご答弁ありがとうございます。

○ 玉城保弘議長

これで１番與那嶺雅晴議員の一般質問を終わります。

次に２番国吉栄治議員の発言を許します。

○ ２番 国吉栄治議員

お疲れ様です。それでは通告書に沿って僕の質問をさせていただきます。まず１つ目コ

ロナ対策についてということで、沖縄県の方で６月20日まで皆さんご存じのとおり沖縄緊

急事態宣言発令されましたが、それに伴って沖縄県のホームページではレベル４というこ
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とで記載が載っています。今まで議会の方でもいろいろ対策をどのようにされているのか

という質問の中で、沖縄県の考えに沿って対応するという本村の話がありましたが、厳重

ホームページを見る限りレベル３というかたちで緊急事態宣言出てからも変わらずという

ことで今年の１月ぐらいからですか、ずっと変わらずという状態なんですけど、その上で

現状、対応及び状況作業フロー、どのように考えているか、お聞かせください。

○ 座間味秀勝村長

質問にお答えをいたします。まずこの警戒レベルということについてですが、これにつ

いては昨年６月に作成をしまして、７月に公表をした行政版の警戒レベルということでご

ざいます。これについても現状ではもうちょっとそぐわないといった部分もあるというこ

とで、今見直し作業を進めているところであります。これについてはできるだけ早期に、

私としては今月中には見直しをして周知をしていきたいというふうに考えております。

ご質問にありましたこの告知についてのご質問もございます。掲示板などの告知という

ことでありますが、これについては多くの村民が外出を自粛されている中ではホームペー

ジでの告知に加えホームページを閲覧できない方々へは、各家々に設置されている個別受

信機を通じて、放送により直接お知らせする方法がもっとも確実に周知できるものと考え

て実施をしてきております。

議員の質問の中にありましたが、これに加えて今後また掲示板への張り出し等も含めて

対応をしていきたいと思っております。そして対策本部の現状及び対応状況及びフローと

いうことについてなんですが、渡嘉敷村新型インフルエンザ対策本部条例、このコロナに

ついてもこの名称の条例に基づいての対応となりますので、新型インフルエンザ対策本部

条例、これの第３条、本部長は本部における情報交換及び連絡調整を円滑に行うため必要

に応じ本部の会議を招集するとされております。じゃあどのような場合に会議を招集する

のか、これについては、新型インフルエンザ等対策本部設置要項というのが別にございま

す。これで緊急事態宣言が発せられた場合、また緊急事態宣言以外においても課長連絡会

議等で、特に認めた場合に対策本部会議を招集するというふうにされております。昨年の

２月14日に対策本部を設置をして以来、設置は継続をしております。

最近のことについて少し報告いたします。４月12日沖縄県がまん延防止重点措置地域と

なったことから、そのときには17回目の対策本部会議を開催し、沖縄県の緊急事態措置に

かかる対処方針に基づく対策等について協議を行っていると、まん延防止措置に係る対処

方針に基づく対策等について協議を行っております。また５月20日村内在住者の感染確認

を受けて18回目の対策本部会議を開催をしております。５月24日は沖縄県の緊急事態宣言

を受けて19回目の対策本部会議、６月４日には沖縄県の対処方針の変更を受けて20回目の

対策本部会議を招集し、それぞれの会議において決定した事項については、本部会議を構

成している各部で共有し、対策を実施する流れとなっております。

○ ２番 国吉栄治議員
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今月中に、情報作業フローとまとめて作成していただき、発表していただけるというこ

となので、ぜひ早めに対応してほしいです。２番の方のお答えもかぶってはいたとは思う

んですけど、会議のメンバー構成ですね。ただ今、ご報告聞いてちょっと思ったのが、行

政報告書、先に配られたですね、こちらの回数というのは実際渡嘉敷村で開いた対策本部

の回数なんでしょうか。それとも沖縄県の方と連携されてやられている回数なのか、ちょ

っとその点お伺いしていいですか。

○ 座間味秀勝村長

対策本部会議の開催についてというご質問ということですが、これについては、先ほど

答弁しましたが、沖縄県が緊急事態宣言が発令されたとき、そしてまた課長連絡会議等で

必要と認めたときというふうな流れとなっております。沖縄県の対策本部会議が行われる

ごとに、こちらもそれに対応しているかというとそういうことではございません。要する

にこちらに関係するような中身の変更があった場合に、こちらでその対策を検討するため

の対策本部会議をこれまで開催をしてきております。

○ ２番 国吉栄治議員

そうするやっぱり村民の皆さんが思っているのが、本村としてどれぐらいインフルエン

ザ対策をされているのかというのと、再度、本村においてどのようなメンバー構成でやら

れているのか、２番に続きますけど、どのタイミングで本村として考えられているのか、

特にコロナにかかった患者さんも出ているということで、その当日やられていますけど、

緊急事態宣言が出てから、今月中に作成するといった内容も村民が感じているのはすごく

スピードが遅いように感じられます。その点もどのように考えているか合わせてお答えい

ただければ。

○ 座間味秀勝村長

まずは、通告書の内容についてお答えをしたいと思います。まず会議のメンバー構成と

いうことですが、この新型コロナ対策は先ほど申しましたが、新型インフルエンザ等対策

特別措置法の第26条の規定に基づき制定された渡嘉敷村の新型インフルエンザ対策本部条

例、これに規定に基づき設置対策を取っていると、いうことになります。この条例第２条

において、先ほど説明いたしましたとおり対策本部の組織構成は定めがありますので、こ

の中では本部長、副本部長、本部員の他、必要な職員を置くことができるとされており、

職員を村の職員の内から村長が任命するというふうに定められております。これについて

は例規集にございますので、あとで確認をされたらよろしいかと思います。

本条例第５条、本部に関し必要な事項は本部長が定めるとされており、これについては

渡嘉敷村新型インフルエンザ等対策本部設置要綱を定めておりまして、この要綱の中で対

策本部の組織及び運営に関する必要な事項を定めているということでございます。

対策本部の組織については、要綱の第４条で対策本部は本部長、副本部長、本部員、部

長、部員をもって組織すると定められております。本部長は村長を持って充てるとなって
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おり、副本部長、本部員は別表第１に掲げるものをもって充てるというふうな記述がされ

て、別表が他にございます。

そして会議の開催については、要項第２条において対策本部の設置は新型インフルエン

ザ等対策措置法第２条に基づく緊急事態宣言がされた場合、あるいは先ほど申しました、

課長連絡会議と、特に必要と認めた場合に、開催すると設置をするとなっております。村

では先ほど申しましたが、昨年2020年２月24日午前９時に対策本部を設置し、現在に至る

まで設置継続をしております。先週６月４日に20回目となる対策本部会を開催していると

いう流れでございます。

○ ２番 国吉栄治議員

すみません、要綱内容はわかったんですけど、僕が聞いたのはですね、もうちょっとわ

かりやすい、誰がやられているのか、本部長は村長とわかったんですけど、誰なのかとい

うのが、皆さん知りたいと思うんですね。例えば課長さんなのか何なのか、副本長とか部

長とかそういういうふうにおっしゃっていますけど。

あと渡嘉敷村では先ほど第20回と言っていますけど、20回やられているわけではないで

すよね、だから渡嘉敷村では何回会議をされたのか、ここを聞きたいんです。

○ 座間味秀勝村長

先ほど申しました、要するに組織の構成メンバーについては別表というのがありまして、

別表に定めています。後ほど別表のコピーをお配りしたいと思います。そして対策本部会

議を何回したかと先程来申し上げておりますとおり、６月４日に20回目の対策本部会議を

開催をしております。

○ ２番 国吉栄治議員

20回やられているんであれば、先ほど言った対応の方とか、告知の方とか、まだされて

いないという村民の声もありますので、されるという話でしたけど、早急に行っていただ

ければと思います。

続くことなんですけど、誰がどうこうというのを、先ほど別紙で送られるという話だっ

たんですけど、それに続く内容で、本村においても職員さんに聞いてもちゃんとした回答

が、人それぞれ違うのかなというふうに捉えています。例えば３番に繋がる中央公民館、

生活館の使用について、コロナの影響のため使用できなくなる噂が広まっているというこ

とで、この点、特に５月、６月緊急事態宣言が出てからも、総会時期とか諸々かぶってで

すね、実際使用できているけど、そういった懸念不安ですね、不安がある状態で情報がど

ういう状態なのかというのがしっかり発信されていないんですね。先ほどにも続く答えだ

とちょっとわからないんですけど、後から渡されると言ってもですね、実際どうなってい

るのかというのをお聞かせください。

○ 座間味秀勝村長

対策本部会議で決まったことが、わからないということなんですが、先程来申し上げて
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おりますとおり、対策本部会議で決定した事項は、各部に持ち帰り各部で執行すると、例

えば船のことについては船舶課が、その情報を発信しますし、例えばコロナワクチン接種

のことについては民生課が、あるいは渡航自粛云々ということについては、総務課で村民

向け放送なりホームページなりで告知をしているということでございます。これをいつの

会議で決めましたというのを言っていないだけでありまして、これらのことをすることに

ついて会議で決定をして実行してきております。

先ほどありました公民館、生活館が使用できなくなるという噂があるという話なんです

が、噂についてはちょっと掌握はしていないんですけれども、中央公民館、生活館と利用

方法については、これについては各担当課においてそういう告知をしており、現在も感染

防止対策を取りながら利用をいただいているという状況でございます。

○ ２番 国吉栄治議員

じゃあ、これは５月20日まで緊急事態宣言はでているんですが、まず渡嘉敷村において

はレベルがどういう状態で公民館は使えるという判断でよろしいんでしょうか。公民館、

中央公民館、そういった場所ですね。

○ 座間味秀勝村長

原則的にといいましょうかね、延期できるものについては、延期をしていただけません

かというお話をしておりますが、例えば、先日ありました商工会の総会であったり、例え

ば観光総会の総会であったり、どうしてもその時期でやらなければいけない期限があると

いったことについては感染防止対策を取っていただいて利用してくださいというようなか

たちで、利用はしていただいているということでございます。

○ ２番 国吉栄治議員

因みに、今、渡嘉敷村でも対策本部でレベル１から５まであったんですけど、今現状レ

ベルは何という判断なんでしょうか。

○ 座間味秀勝村長

先ほども説明いたしましたけれども、この行政版なんですね、要するに行政としてどう

いう対応を取るかということについてのレベルを昨年策定をして公表しているということ

でございます。その中でどういう対応をするかというのは、また個別に検討していくとい

うようなことになっています。

村民に対しては、新しい生活様式で３密を防ぐ、感染防止の対策はしっかり取っていた

だいて生活をしてくださいというような呼びかけをしてきております。

○ 玉城保弘議長

休憩します。

再開します。

○ ２番 国吉栄治議員

村長、前回、他の方の質問の時に沖縄県の状況に合わせてやっていくという話だったん
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ですけど、そこが渡嘉敷村独自の考え方になった理由をちょっとお聞かせいただいてよろ

しいですか。今現在レベル３ということなので。

○ 座間味秀勝村長

先ほどの答弁にもしましたけれども、現状にそぐわない警戒レベル設定になっていると

いうふうに感じています。というのは沖縄県内での感染は拡大しているけど村内での感染

拡大はない。こういった状況の中でじゃあ船を止めるとか、昨年やりましたけれどもそう

いったことをすると経済の打撃も大きい、両立を図ると生命健康の安全を守りながら経済

も進めなければいけないというのが現状でありますので、これを個別具体的に検討してい

くというふうな、今は対応を取っています。その中で村内での感染が拡大していないとい

う状況ですのでレベル３のままということにしております。

○ ２番 国吉栄治議員

村長の見解は今現状レベル３だというところなんですけど、外から見た状況でいいます

と、コロナ感染者が１人出ているという状態、ずっと１年間以上、ゼロで押さえてきた中

で１人出てきたんですが、そこに関しては危機意識的に問題ないとお思いであったという

ことでよろしいですか。

○ 座間味秀勝村長

大変な問題だと思っております。ですのでその情報が入り次第、５月20日の日に対策本

部会議を開いて、その後の対応についてを検討しております。そのときに警戒レベルの３

ということも決定をしております。

○ ２番 国吉栄治議員

すみません。その直ぐ後に、さらに沖縄県では300人連日続くような感染者が出てきて、

そういった状況を見ても、特に問題ないレベル３でいいのかという状態だったんですか。

○ 座間味秀勝村長

先程来申し上げています。村内での感染が拡大しているという状況にはないのでレベル

４には相当しないのであろうという判断でございます。

○ ２番 国吉栄治議員

じゃあ、村長がいうレベル４は、どのぐらいの状況からレベル４になると今現状お考え

ですか。

○ 座間味秀勝村長

村内での感染が拡大しているという状況が続いたときに、そういうことになるかと思っ

ております。

○ ２番 国吉栄治議員

すみません。そこらへんがわかりづらいんで、例えばですよ、２名とか感染者数も該当

してくると思うんですよ。そこらへんの対策がなっていないと、例えば発生してからＰＣ

Ｒ検査を受けるまでの時間の流れ、現状ですね、先ほども告知とか遅れている状態ですよ
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ね、ホームページ上、紙など、音だけだと聞こえていない人もいますので、その点も含め

て早急に対応しない中で、もっとわかりやすくですよ、何人からとか、どういう状況なの

かというのを今言っているのは皆さん村民の方もご存じなんです。ただもうちょっと具体

的に聞きたいという方のほうが多いので、そこらへんもうちょっとはっきりお答えいただ

いていいですか。

○ 座間味秀勝村長

冒頭でも申し上げましたとおり警戒レベルについては、現状にそぐわないという状況が

でてきておりまして、今見直し作業を進めております。それをできるだけ今月中には見直

しを終えて公表したいというふうに考えております。

○ ２番 国吉栄治議員

じゃあ、この人数とかも含めてしっかり考えて、そこらへんわかりやすいような感じで

お答えいただけるということでよろしいですか、今月中に。

○ 座間味秀勝村長

はい、そういったお考えがあるのでありましたら、ぜひご提案をいただきたいと、ご検

討の中でというふうに考えております。対策本部会議にはその決められた会議のメンバー

以外の方を呼ぶこともできますので、ぜひ議員の中からも、そこに参加をしていただいて

議員として、村として村議会としての意見なども交えていただけたらいいと思っておりま

す。

○ ２番 国吉栄治議員

ありがとうございます。ぜひ参加したいと思いますので、会議されるときは、呼び掛け

の方をよろしくお願いします。

続いて４番なんですけど、先ほど質問に上がってましたが、コロナ禍における船舶の運

用、どのようにお考えでしょうか。ということで、昨年は勿論コロナウイルスというもの

がちゃんと理解されていない中、脅威のウイルスであるということで対応されていたとい

うことなんですが、引き続き先ほども答弁でありましたとおり、申告な状況だというとこ

ろで何も満席とかで売る必要は僕はないと思うんですけど、私個人的な思いでですね。た

だ座席数を減らすとか、あと何回かされたように例えば午前中はフェリー、午後高速船の

みとか便数を減らすことというのは考えられなかったのか、また今後はそういうことを考

えて行く中で、どういうふうに今後の対応をお伺いしてよろしいですか。

○ 座間味秀勝村長

まず通告書に基づいて答弁をさせていただきます。昨年は新型コロナウイルスに感染し

ないためには、とにかく人の流れを押さえるということで減便などの対応を取っておりま

した。現在では村民の多くの皆さんが新しい生活様式が習慣となり様々な情報を元に感染

を防ぐことができるようになったと考えます。村はこれまで国のコロナ対応地方創世臨時

交付金や一般財源を捻出し、村民へマスクや消毒やアルコールを村内事業者の皆さんに感
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染防止対策に必要な資機材を調達経費の支援や乗船前の体温測定、マスク着用のお願い、

船内のウイルス対策など、コロナ禍にあっても住民の生命健康を守りながら、生活も守れ

るよう経済との両立を図るため様々な対策を実施をしてまいりました。今回の緊急事態宣

言下においても、これまで行ってきた対策を継続し、住民一人ひとりが気を緩めず感染防

止対策を実行し、感染を防いでいただくよう連日放送で呼びかけております。

村営航路については、生活に必要な物資や地域経済の収入に繋がる観光客を運ぶ唯一の

手段であります。今後もできる限りの感染防止対策を講じながら、できる限りの定期運航

をしていきたいというふうに考えております。

○ ２番 国吉栄治議員

この点ですね、経済との両立と言われるのは、すごくわかるですけど、緊急事態宣言の

中で、例えば村民に渡航自粛とか求めていく中で、何も全部止めてくださいという話じゃ

ないんですけど、度々経済といいますか、船舶の費用が上がるもんだからということで急

きょ止められたことも多々あると思うんですけど、それを鑑みても、例えば高速船１便、

フェリー１便というかたちで、燃料経費等を押さえるようなやり方で、特に緊急事態宣言

中、今答弁では変わらずという受け止め方でいいんですか。今までどおり、もうできるだ

け定期運転されるということですけど、緊急事態宣言中は変わらずというレベル３という

ことでよろしいですか。

○ 座間味秀勝村長

県に出されている緊急事態宣言が、イコール３とか４とかという話ではございません。

先程来、ご説明を申し上げているとおり、村内での感染状況等を加味した考え方が必要に

なると思っております。それについて先ほど議員からもありました、じゃあ数値化して数

字でわかるようにしましょうということであれば、そういう見直しをする必要かと思って

おります。

○ ２番 国吉栄治議員

そうであれば、村長、今月中に開くという会議ですね、そこでぜひ、その案件を含めて

決めていただけたらと思いますので、よろしくお願いします。

○ 玉城保弘議長

午後１時30分より再開することとし、暫時休憩といたします。

再開します。

〇 ２番 国吉栄治議員

２番目の質問を始める前にですね、１番目のコロナ対策についてということで、私の質

問に対して、様式の話だけしていたので、私の方としてはちゃんとしたお答えをいただけ

ていないと思っています。あいにくですね、新垣一史議員も同じ質問入っていますので、

そこではちゃんとした答弁をしていただきたいと思います。

それでは２番目、船舶についてというとで、まず１つ目、５月25日にエンジン修理のた
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め運休がありましたが、今現在どのような状況でしょうか。

○ 座間味秀勝村長

お答えをいたします。５月12日に高速船の左舷主機Ｂバンクタービン、その接続部より

冷却水のにじみがあることを、まず確認をしております。５月12日でございます。その旨

をエンジンメーカーの沖縄代理店と協議をし、しばらく様子を見るということで運航をし

ておりました。特にひどくなる様子はないということだったんですが、２日間ほど様子を

見たんですが、今後、急激な悪化ということも考えられなくはないということでありまし

て、早めの整備を行うことが必要であろうという判断のもと、５月25日に整備のための運

休をし、この１日の間で冷却水のにじみ等の解消はできて、現在は順調に作動をしている

ということであります。

〇 ２番 国吉栄治議員

これ４月の頭らへんに、ちょうど長い１週間近くトラブルがあるということで高速船ド

ック入りされていたと思うんですけど、その時点では全く確認されていないものなのか。

あと今回、確認されて直されたということなんですが、今後の約束はできないと思います

が、今後見受けられる問題も、まだあるのかというのをお伺いします。

○ 座間味秀勝村長

先ほど答弁しまとおり５月12日でございます。その５月12日に点検の中で冷却水のにじ

みがあるということを確認をしております。今後について何処か不具合がでるんじゃない

かということについては、不具合というのはでないとわからんというのが現状だとお持っ

ております。

〇 ２番 国吉栄治議員

この高速船、新しくなってから度々トラブル、けっこう多めだと思います。今までの高

速船と比べると。なのでこれから繁忙期を迎えるにあたって、やはり運営面とかも、あと

村民の足の確保という面で考えてもしっかりとした対応が必要になると思いますので、そ

の点を考えて対応していただければいいのかなと思います。

続いて、こちら団体予約の取り扱いについて伺います。今現在の予約の取り方について、

以前も聞いたんですが、こちらの方、今変わっているようであれば、やはり伺っておきた

いので、まず手数料、そして予約の受付かたとか、あとキャンセルの仕方、各社何名分の

予約が可能なのか、ということをお伺いしてもよろしいでしょうか。

○ 座間味秀勝村長

団体予約ということにでございますが、団体予約ということについて会社毎に割り振っ

ているわけではござません。団体予約というのは、基本的には修学旅行であったりとかと

いう団体の予約、これについては２年前から予約を受け付けております。その他の団体予

約ということについては出発日の１年前から予約を受け付け開始をしており、団体につい

ては、この２カ月前に実施状況について再確認を行うということをしております。キャン
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セル料については、これについては徴収はしておりません。

旅行会社、これを割り振っている件ですが、旅行会社の予約については、前年度の実績

に基づいて設定を行っております。2021年度は７社の依頼があり、各旅行社１日当たり高

速船で10席、合計70席、フェリーだと20席、合計140席という枠で受けております。これ

らの提供座席については、各旅行社共に１週間前の提示前となっており、出発１週間前に

予約者リストが那覇連絡事務所にファックス送信され、予約システム入力が行われた後に

空いている分について、使用されない座席については一般予約に解放しているという状況

であります。

これまで夏期の繁忙期のピーク時においても、先ほど高速船で10、フェリーで20と言い

ましたが、この座席が全て埋まったということが実績としてはあがっていないと、経験上

から、ピーク時でも高速船で60席程度フェリーで100席程度確保していれば充分であった

ため、システム上は、当該座席数で確保をしているということであります。

また例年依頼を受けている旅行者は、全て本村クーポン券使用の船車券契約を締結して

いますので、清算時に当該県の使用に伴う手数料、これ乗船代金の５％が発生していると

いう状況でございます。

〇 ２番 国吉栄治議員

前回、旅行会社の手数料を聞いたときは10％だったんですが、今回５％になっていると

いうことでよろしいですか。

○ 座間味秀勝村長

この５％というのは変わっていないと思っております。

〇 ２番 国吉栄治議員

はい、わかりました。続いてに繋がるんですが、今回７月22日、23日の予約に関してな

んですけど、だいたい２カ月前からオープンされるということで、こちら利用者から連絡

いただいたんで確認したんですけど、サイトオープン時に、満席の状況になっていました

というところで、６月の後半も団体の予約が入っているということで、予定表には団体と

いうふうに記入されていたんですが、まずはこの７月22日、23日の予約、９時の高速船が

埋まっていたんですが、その状況ってどういうお客様、表示的には団体とは標記されてい

ないので旅行会社からの70席を販売したとしても、まだ100席以上余っているという状態

の中で、なぜ閉まっているのか、どういう状態になっているのか伺います。

○ 座間味秀勝村長

７月22日、23日の高速船の泊港発９時便ということですが、これは22日には60名の団体

予約が１件入っております。そして旅行者への座席提供分を除いては全て一般観光客の予

約となっておりまして、平成29年度よりウェブ予約を開始して以降、夏期繁忙期における

週末や連休時、特に22、23というのは連休の頭の方に入ります。こういったときには受付

開始日以降、数日で満席になるという傾向が見られております。仮に団体客の予約受付一
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般観光客と同時に開始した場合、一般観光客の予約が先に入ってしますことにより、団体

客の予約をキャンセルせざるを得ない。要するに一般客を先に入れて団体が後から60、70

と入って来たときには、定員オーバーとなってしまうということで、その団体をまるごと

キャンセルしなければならない、ことわらなければならないということが想定されます。

よって団体客は多人数で行動する分、また移動手段や宿泊先の調整が一般観光客に比べて

難しい面もありますので、一般予約に先だって団体予約を受け付けるというような取り扱

いをしているところであります。

〇 ２番 国吉栄治議員

すみません、22日と23日の９時の便の予約の内容、22日は60名団体があり、70席はまだ

売れているかどうかわからないけど、埋まっている。わたしていると、残りの席はじゃあ

一般客に開放したんだけど埋まったということでよろしいんですか。

○ 座間味秀勝村長

はい、そういうことでございます。

〇 ２番 国吉栄治議員

23日はどういった状況なんでしょうか。

○ 我喜屋元作船舶課長

質問にお答えします。７月23日の一般客で予約が埋まっております。

〇 ２番 国吉栄治議員

これは僕が聞いてから確認したのが２日後なんですけど、その状態でいうと23日の時点

では１日でしたけど、１日で一般客それぞれ何席分埋まったかお伺いしてもよろしいです

か。

○ 我喜屋元作船舶課長

質問にお答えします。何日でどのぐらい埋まったかというのは数字として答弁できませ

んが、先ほど村長が答弁したとおり数日で埋まったというふうに考えております。

〇 ２番 国吉栄治議員

僕が確認したのは、２カ月前なので５月22、23の２日後ですか、24つまり23日にしては

１日という状態だったんですね。確認取れていないというのであれば、そこを空けるべき

席数が空いていなかったという可能性はあるんですか。またそもそも席数的には今団体席

70席ですか、前予約で売っているという話ですけど、本来一般の方には何席販売している

感じですか。

○ 我喜屋元作船舶課長

先ほども申し上げましたが、一般の予約が130で、その200から130を引くと70ですので

その70席が旅行者分ということになります。

○ 玉城保弘議長

休憩します。
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再開します。

〇 ２番 国吉栄治議員

先ほどの繰り返しになりますが、22日、23日というのの予約をされた方の状況ですね、

先ほど言っていたように22日が60組で23日が130組という数字が、その２日間で取られて

というかたちの、僕はスクリーンショットも取っていますので、それは後で確認してもら

いますが、後でお名前はいらないので、その状態が正しかったのか、というのは確認させ

てもらってもよろしいでしょうか。

○ 我喜屋元作船舶課長

後日少し時間はかかると思うんですが、データを出して提出したいと思います。

〇 ２番 国吉栄治議員

村長これ前々から言っているんですけど、旅行会社に70組売っていて５％の手数料が発

生すると、必要経費で広告代という話をされていましたが、先ほど答弁の中にもありまし

たようにキャンセル料とか取っていないとか、また通告書に書いてあるんですけど、前も

って修学旅行とかだったらしょうがないと思うんですけど、旅行会社等に前もって販売す

るのは購入者に対しての平等性を失っているんじゃないでしょうか。その点どうお考えで

しょうか。

○ 座間味秀勝村長

先ほどの答弁の中でも申し上げましたけれども、団体客、今議員のご質問ですと、団体

客も２カ月前から取るべきではないかということだと思いますが、修学旅行とはこれまで

で２年ぐらい前から、そもそも予定が入ってくるということで、その要請を受けて２年前

から受け付けるというような取り扱いをしてきているところであります。団体客というの

はそれこそ個人客は来るかわからないけれども団体客は予約すれば間違いなく来るだろう

と、それが収入に繋がるわけですから、それはそういう取り扱いをしていますということ

で、先ほど答弁をさせていただきました。例えば70名、100名といった団体客がキャンセ

ルになった場合に、実際入ってくるべき収入がなくなるわけですから、そこで経済的な損

失もあるわけです。こちらで受け入れする業者の方もいらっしゃいますので、そこらへん

を加味したときには、団体客を事前に受け付けるということはやっていいことではないの

かなと考えております。

〇 ２番 国吉栄治議員

すみません、修学旅行ではなくて旅行会社の手数料５％払っているところ、その点はど

う考えていますか。

○ 玉城保弘議長

休憩します。

再開します。

○ 我喜屋元作船舶課長
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国吉議員のご質問にお答えします。旅行会社と船車券契約というかたちなんですが、こ

れの意味合いは通年を通して旅行社の方から集客をしてお客さんを送ってくれるという意

味合いがありまして契約をしていまして、土日だけその契約を解除するということはそう

いう契約書の中にうたわれていませんので、そういう意味合いで、たまたま７月22日、23

日は連休の入る手前でいっぱいになってはいるんですけれども、考え方としては先ほども

申し上げましたとおり、旅行社との契約については通年を通して契約をして集客をして送

っていただくという考え方で契約をしております。

〇 ２番 国吉栄治議員

僕の質問はですね、通告書に載っているように一般の観光客にとって不利な状況、平等

性のない販売の仕方はおかしいと思うという話だったんですが、そういった意味ではおか

しくないと捉えているということでよろしいでしょうか。

○ 我喜屋元作船舶課長

はい、契約に基づいて実施しておりますので、そういう考え方でございます。

〇 ２番 国吉栄治議員

はい、わかりました。続いて前回もあげさせていただいているんですが、船舶のネット

決済について、以前、見積を取られると伺いましたが、その後どのようになっているか伺

います。

○ 我喜屋元作船舶課長

議員のご質問にお答えいたします。以前、船舶のネット決済についてということで見積

を徴収するということで答弁をいたしました。見積書を徴収しておりまして見積もり枠が

369万1千600円となっております。

〇 ２番 国吉栄治議員

はい、ありがとうございます。時間がないのでちょっと早めに進めていきますが、この

点だけ一つだけ、村長、この金額でていますが、今後この前も言わせてもらっていますが、

コロナ感染対策も含めてここらへんどのようにお考えですか。

○ 座間味秀勝村長

このネット決済導入ということになりますと、様々なこれまでとは違う手続、事務処理

等が発生するということになります。現在はこれらについてのメリット、デメリット導入

することによっての、これを継承しているという最中でございます。

〇 ２番 国吉栄治議員

ぜひですね、金額を聞いていても今までのホームページの改修事業の予算と比べるとま

だ手の届く範囲なのかなと思いますので、長い目で見て観光発展のために、ぜひ導入検討

いただけたらいいかなと思います。

すみません。休憩で、時間あとどれぐらいですか。

○ 玉城保弘議長
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15分までです。

〇 ２番 国吉栄治議員

続いてですね、村のホームページについてということで、こちら前回はワーキンググル

ープを作って対応されるという話だったんですが、どのように予定されていますでしょう

か。

○ 座間味秀勝村長

お答えをいたします。ホームページのリニューアル事業にかかるワーキンググループの

立ち上げについては、現在はコロナへの対応これを優先に取り組んでおりますので、まだ

具体的な取り組みは行っておりませんが、今後新型コロナウイルス感染症が終息する状況

これを見ながら改めて取り組んでいきたいというふうに考えております。

〇 ２番 国吉栄治議員

先ほどの問題もホームページの告知とか諸々が遅いというところでホームページも連動

してやっていかないと、非常に村の対応が遅いんじゃないかという意見は各方面からでて

おりますので、この点をしっかり考えて対策してほしいと思います。

続いて、民家の雑草駆除についてということで、こちら度々質問の方にも上がっていま

すが、集落内の雑草駆除が目立つということで、こちら担当のところにも伺いたいんです

が、どのように考えているかというのをお伺いします。

○ 座間味秀勝村長

これは空き地等の草が繁茂している状況というのをお聞きだと思っていますが、空き地

の環境につきましては、昨年12月、今年の３月に確か與那嶺議員からの質問もありまして

お答えをしておりますが、渡嘉敷村の条例の中に空き地の所有者又は管理者を当該空き地

が危険にならないように適正に管理しなければならない。という責務がうたわれている条

例がございます。村では年に２回美ら島づくり村内見回り清掃検査を実施をして当該該当

する箇所、要するに草が繁茂している箇所の所有者に対しては、様子を見て適正管理の指

導を行っております。だいたい空き地といった場合ほとんどの方が、村外に居住をされて

いいるという方でありまして、そういった方々、本人が直接きて草刈りができないなど、

処理ができない場合については、村内でこれを請け負うことができる方、できる事業者等

の斡旋を行っております。因みに今年の見回り清掃検査は７月13日を予定しております。

〇 ２番 国吉栄治議員

そちらの方また島にいる方の中でも草の方がけっこう伸びているという苦情もいくつか

出ていると思いますので、その点も合わせて個人の話にもなりますので、大変ナイーブだ

とは思いますけど、村の方で斡旋していただければいいかなと思います。

あと、蚊の駆除についてなんですが、こちらの方も度々質問あがっていますが、これは

７月13日に先ほど回られるという話だったんですが、そこも一緒に合わせて何処をやるか

とか、計画されているような感じでしょうか。
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○ 座間味秀勝村長

７月13日は蚊の駆除ではございません。空き地等の草の繁茂している状況を検査するの

が13日です。蚊の駆除については蚊が発生する７月から10月までの間、これまで行ってお

りまして、今年についても村内業者等に委託をして実施する予定としております。

〇 ２番 国吉栄治議員

もう今年は既に暑い状態で蚊の発生がちょっと例年より早いのかなと感じている方が多

いので、この質問をさせてもらったので、できればちょっと早めに状況に応じてやっても

らえるように努力していただければいいのかなと思いますので、よろしくお願いします。

続いて、巻き揚げ機についてということで、現在までの使用状況をお伺いします。

○ 座間味秀勝村長

まずはじめにですね、巻き揚げ機、整備から時間が経過しておりますが、まだ満足の状

態での使用ができていないということが続いております。このことについてはまずお詫び

を申し上げたいと思います。現在までという使用状況ですが、これまでに８日間の使用が

８回、１日を１回と数えて８日間の使用実績がございます。

〇 ２番 国吉栄治議員

こちら８日間の使用実績ということで金額も、確か条例で定められた金額がありました

が、こちらの回収の方も行われているということでよろしいでしょうか。

○ 玉城広喜観光産業課長

質問へお答えします。この８回使用されている状況の中で、この巻き揚げ機が先ほども

村長が申し上げましたが、正常な稼働が行われていない状況の中で、その状況でも利用し

たいという住民がおりましたものですから使用させております。そういう状況ですので料

金徴収については徴収していないというのが実態でございます。

〇 ２番 国吉栄治議員

非常にまずいと思うんですが、質問まず進めさせていただきます。議会の方こちらの方

の紙いただいたんですが、電力の対応についてということで現在もされていない報告受け

ています。取り敢えず今知りたいのは、もう台風前時期前です。これから台風発生するん

ですが、ちゃんと使えるような状況になるのはいつなのかですね。今状態的にどうなって

いるのかというのが理由と合わせてお伺いしたいと思います。遅れた理由と。

○ 座間味秀勝村長

まず遅れた理由ということなんですが、今年の３月に沖縄電力さんの方が新たに電柱を

新設をして電力供給、その巻き揚げ機への電力供給をするということが予定されておりま

したが、作業そのものがコロナウイルス感染症等の影響を受けて延び延びということであ

りますが、現時点では来週14日の週、来週中には工事完了するという予定であるというこ

とを沖縄電力さんより連絡を受けております。

〇 ２番 国吉栄治議員
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これ３番の方にも続くんですけど、実際に工事の瑕疵についてというのは前回の話では

どちらでもないというところだったんですが、今どういう展開ですか。

○ 玉城広喜観光産業課長

これまでも述べてまいりましたが、設計それからメーカーと協議をしておりますが、な

かなかこちらには瑕疵はないかという中で、電力の供給を今回実施して正常に稼働するの

であれば電力供給に問題があったかというのは認識ができるかと思いますが、その中でも

再度また設計、メーカーにとっても、これまでこういう実態がないということですので、

もし電力供給をして正常稼働した場合は、今後の機会にとっても良い報告だと思いますの

で事例の報告として上げたいというふうに考えています。

〇 ２番 国吉栄治議員

村長は、この瑕疵についてどうお考えですか。

○ 座間味秀勝村長

今担当課長から話があったとおりだと思っております。

〇 ２番 国吉栄治議員

こちらは条例で定めた内容が全くされていないという点において、瑕疵は本村にあると

思うんですが、いかがですか。

○ 玉城保弘議長

休憩します。

再開します。

○ 座間味秀勝村長

条例で使用料とかうたっているが、それを徴収していないということについてというこ

とで質問をお受けしていると理解しておりますが、よろしいですよね、それで。

○ ２番 国吉英治議員

おおむね、全部含めて。

○ 座間味秀勝村長

条例ということについてはまず使用料、これまで８回使っているけども取っていないと

いうことについては、使っている巻き上げている途中で電力がダウンをして充分にちゃん

と使えていないという状況がありましたということで、使用料は徴集していないというこ

とでございます。

〇 ２番 国吉栄治議員

これは令和２年５月の時点で使えないということを把握しといてですよ、12月ですか、

僕の方で一般質問あげさせていただいて、対応が電力が遅れているという話だったんです

が、その間に条例もそのままのまま、元々この条例に関してはぎりぎりのところといいま

すか、反対の方もあって、その中で本来、使える状態でもないのに、そもそもそれを起こ

した理由とかですね、含めて瑕疵はあるんじゃないかなと思われるんですが、どう捉えて
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いますか。

○ 玉城保弘議長

休憩します。

再開します。

〇 ２番 国吉栄治議員

取り敢えずですね、こちら去年の９月の時点でしていますし、工事の遅れの理由は電力

さんによる遅れと。電力さんがコロナのため来れないから遅れたと、その間に関して条例

を残っている状態のまま対応されていた、対応されていない。すみません、条例を決めた

時にも、そういった問題があったにもかかわらず、その点放置されていたのは、どういう

理由ですか。

○ 座間味秀勝村長

条例は設置管理に関する条例を作って維持管理をしていこうということでやっておりま

す。そのものはもう既に設置はされておりますので、ただ使うのはまだ充分な状態ではな

いということで引き込み中、これの新設を待っているという状況でございます。引き込み

中の電力さんの工事を待って、その上でないと条例は作れないんじゃないかというご指摘

なのかなと思いますけれども、これはもう既に設備施設はしております。モノはあります。

充分には使えていない状況ではあるかもしれないですけど、ですから充分に使えていない

から条例はあるけれども、使用料の徴集については、今、免除しているという段階であり

ますということであります。充分に使えていないからじゃあ条例を廃止すべきじゃないか

というご指摘じゃないかなと思いますけれども、それはちょっと違うのではないかなと思

っております。

〇 ２番 国吉栄治議員

その点も含めて前々回から、使えない状態というのも何となく話を聞いていたので条例

に関しての専決のときにもいろいろ分かれたと思いますけど、こういうかたちで村が運営

されていくというのが、しっかり連携が取れていないんじゃないかなと、各方面の問題に

対して対応できないんじゃないかなというふうに僕は非常に思います。もう時間が過ぎて

いますので、これにて終了します。

○ 玉城保弘議長

これで２番国吉栄治議員の一般質問を終わります。

休憩します。

再開します。

３番新垣一史議員の発言を許します。

．○ ３番 新垣一史議員

皆さんこんにちは。早速ですが通告書に沿って質問させていただきます。まず最初に新

型コロナウイルスワクチン予防接種について伺いたいと思います。まず１点目、本村のワ
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クチン予防接種対象者数と、今回、実際接収を受けた人数を伺いたいと思います。できれ

ばパーセンテージでも教えていただけたらお願いします。

○ 座間味秀勝村長

お答えをいたします。まず住民の対象者については582名、その内、第１回目の接種を

受けたもの430名、率でいいますと73.88％、約73.9％ぐらいになるかと思います。そして

住民以外で受けた方がいらっしゃいます。その他には船舶課の職員、これは船員、那覇事

務所を含めてですが、これは船員、那覇職員含めてですが、船舶課の職員が18名、そして

医療従事者、この集団接種に来ていただいた医療従事者の中から２名が接種をしていると、

ちょっと待ってくださいね。違うな、住民基本台帳に登録がないけれども居る所で受けた

という方が２名、医療従事者が１名ということで、トータルは住民以外でいうと21名とい

うことになります。

○ ３番 新垣一史議員

では２番目の質問に移りたいと思います。今回の接種対象者への告知が郵送による告知

になったと思います。これについて村内放送や掲示板やホームページでの告知がもう少し

あっても良かったのかなと思います。実際、村内放送で自分が告知を聞いたのは接種申し

込み２日前に明後日が最終日になっていますみたいなことを聞いた覚えがあります。あと

掲示板で３月の時点で、集団接種の準備を進めていますという掲示がずっとされているん

ですが、いついつどういったかたちでという掲示もないですし、ホームページの方にもな

かったと思います。それがあればもう少し接種率も変わったのかな、結局、郵送だと見て

いない方もいらっしゃるかも知れないということもありますので、それについて、まず見

解を伺いたいと思います。

○ 座間味秀勝村長

議員ご指摘のとおりですね、村内放送は掲示板での告知も行った方が良かったというふ

うに思っております。今日、昼の放送でも第２回目のことについて放送で周知をしており

ます。接種申込者への通知が少し遅れてしまって期間があまりなかったという状況もあっ

たかと思います。これについてお詫びを申し上げたいと思います。また予約受付終了から

発送準備までに手間取ったために接種者への通知が直前となってしまったということがご

ざいます。これについてもお詫びを申し上げたいと思います。２回目については６月２日

に接種申し込み者へ、既に申し込みへ既に発送をしております。先ほど申し上げましたと

おり、今日は放送なども入れております。こういった対応をしてしっかりと周知をしてい

きたいと思っております。

○ ３番 新垣一史議員

２番の前半の質問だったんですけど、村長の方が全て答えていただいたので、確かに１

回目はいろいろ時間はかかったみたいですが、２回目接種の準備等含め今日の放送も含め

通知等改善はされていると思います。あと、ホームページや掲示板ですね、今回２回目で
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すが３回目、それ以降と予防接種これで終わりではないと思いますので、この告知も皆さ

んが広く知れるように告知していただきたいと思います。

次、３つ目の質問ですが、今回の接種後によく報道とかされていますが、副反応の申し

出等が、村に対してあったのか、それに対して村の方で何か対応する事例があったのかを

伺います。

○ 座間味秀勝村長

はい、お答えをいたします。まず接種会場において接種後の観察の中での副反応の報告

というのはございませんでした。後日というかたちだったと思いますが、診療所で３名ほ

どが頭痛ということで受診をしたというふうに伺っております。

○ ３番 新垣一史議員

診療所の方で頭痛ということで、特に大きな副反応はなかったということだと思います。

自分も周りで聞いたのは筋肉の痛みとか、接種場所の痛み実際自分も接種をしましたけれ

ども、接種した場所が少し傷むぐらいのものだったので１回目は大丈夫だったと思うんで

すが、報道等である２回目の方が副反応が強く出る場合があるということなんですが、そ

れに対して何かしら対応等準備しているのがあれば伺います。

○ 座間味秀勝村長

１回目の時にも副反応等については、しっかり医療従事者等の皆さまが待機をしていた

だいて、それが生じた場合には、その対応をしていただくというような態勢を取っており

まして、２回目についても同様の態勢で望むということになると考えております。

○ ３番 新垣一史議員

では何かあった場合には直ぐ対応ができるような準備はしているということでよろしい

ですね。よろしくお願いします。

次、４番目の質問なんですが、今回まだ接種を受けていない方とか、午前中の質問にも

ありましたが、６月に接種対象者が12歳以上になったということもありまして、今後まだ

受けていない方や、その12歳以上の、先程の答弁で12歳以上にはもう既に通知はしている

ということですが、今後の接種予定、例えば夏場にアルバイト、仕事等で島に移住して来

て、まだこれまで住んでいた自治体で接収券等の配布がなく、何処で受けたらいいかわか

らない人たちもいらっしゃると思います。今後の村での接種予定について伺いたいと思い

ます。

○ 座間味秀勝村長

まずお答えをしたいと思います。まず１回目の接種を受けられなかった方、これに対し

ては、村内放送でも呼びかけをしておりまして、今回２回目の集団接種の時にまだ受けた

いない方は受けられますと。そのときには12歳以上16歳未満も対象となりますということ

を既にお知らせをしておりまして、その方々の今回の２回目の集団接種の方々に対しては

今７月７日に集団接種ということで予定をしておりますが、その後のことについてはどう
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いった対応になるかというのは、国からもまだ示されておりませんので、現時点ではお答

えすることはできません。

○ ３番 新垣一史議員

次、村内で２回目となる14日、15日の集団接種の時に１回目を受けられる方もいらっし

ゃいますし、先ほど答弁にありました、まだ接種を受けられていない方ですね、住民基本

台帳にある152名、これには12歳以上は含まれていますか。まだ含まれていなくて152名と

いうことですか。152名以上の方がまだ受けていないということですが、２回目に１回目

を受けて、次３回目となる７月に２回目を受けるというかたちになったときに、この152

名全員は、まず来ることはないかとは思いますが、受けられるだけのワクチンはあるんで

しょうか。

○ 新垣聡民生課長

ただいまの質問にお答えします。現在受付をしている方が27名、今朝現在です。12歳以

上の方が、今のところ３名の予約者がおります。今後のことは先ほど村長が答弁したとお

りなんですが、ワクチンに関しては、その７月７日の分までは予備分を合わせて足りる状

況ではないのかなとは感じております。もし不足が生じた場合、これから先予約者が増え

た場合には、県と相談してワクチンの確保はできるということになっています。

○ ３番 新垣一史議員

３回目までの分に関しては、県にも要望して何とか対応できるということなんですが、

それ以降も、例えば接種希望者、まだ予定は決まっていないということですが、接種希望

者が出てくるかと思います。実際、今回の接種受けられていない方に関しては、やっぱり

副反応に対する様子見だったりとかで、まだ受けていらっしゃるのかなと思っております。

実際、２回受けた人たちの様子を見て、自分も受けたいと思った時に３回目以降、村内の

方で受けられるのか、島外に出ないといけないのか、そういったことを早めに国の指示で

はなく村の方針として進めていただいた方が住民も、じゃあ島の方で受けたいので接種を

しておきます。そういった気持ちになると思うんです。なのでまだ決まっていない状況で

すが、村長のお考えとしてはどういったかたちで、今後の接種を進めていった方がいいか

というのがありますか。

○ 座間味秀勝村長

このワクチン予防接種そのものは村が実施主体となっておりますが、現時点で、このワ

クチンそのものがどういったかたちで、今後入手できるのかというところが、まだ不透明

ですので、そこについては今後、そういった要望があれば、それに対応できるようなかた

ちが取れればいいなと思っておりますので、そこは情報仕入れしだい対応をしていくとい

うことになっております。

○ ３番 新垣一史議員

ぜひ、接種希望の方達が島外に出るという負担等がなく、村内で接種できるように進め



- 64 -

ていただければありがたいと思います。よろしくお願いします。

次、２番目、新型コロナウイルス感染予防対策について伺いたいと思います。先ほどか

ら質問が出ているので１つ目の質問ですね、村内警戒レベルに関しての、その質問は取り

下げたいと思います。２つ目の質問も先ほども出てはいたんですが、ちょっと聞きたいと

ころがありますので、まん延防止措置が出ていたゴールデンウィーク期間中、通常どおり

といいますか、先ほどもありましたけどライナーは増便されていて、緊急事態宣言が出て

いる現在も通常運航しています。村長の先ほどの答弁では、村経済のためにもありますし、

既にもう予約が入っていてという回答もありましたけれども、実際、村民には島外への渡

航自粛をお願いしている。ゴールデンウィークには１日平均533名の来島者がいた。島か

ら出て本島または別の場所で感染して戻って来るリスクよりも、これだけの人数が島に入

ってくるというリスクは大変大きいものだと思います。それに関して予約が入っていたの

でという理由ではちょっと安全面に関して、そういう理由ではちょっと危ないのかなと、

実際、村内でも感染者が出てしまいましたし、通常で運航するという対策会議だと思いま

すが、どういったメンバーで話し合って、このゴールデンウィーク期間中、また今の通常

運航、話し合いというのは進んでいるんでしょうか。

○ 座間味秀勝村長

このまん延防止の際には、先ほど答弁をしておりますが、重点措置が出されたのが４月

９日であります。４月９日といったら、その月の後半の大型連休ということで大型連休ま

で20日を切っているぐらいの状況ですので、この時点ではまん延防止の中では船舶課長、

そして副村長の意見を聞き、最終的には、私の方で通常運航をするという判断をしており

ます。

○ ３番 新垣一史議員

船舶課長、副村長、村長の３名で決められたということですよね。既に予約も入ってい

るということですが昨年の12月の緊急事態宣言が出たときにＧＯＴＯキャンペーンの中止

発表されましたよね。そういったことで予約等に対して、こういうコロナ禍でこういう状

況ですので、予約したお客様仕方がないということでキャンセルはしてくれるとは思いま

す。少しクレームは出るとは思いますけれども、なので予約優先という考え方がちょっと

おかしいのかなと、こういう状況なので予約した方にも理解していただいて、来村を少し

考えていただく、勿論、経済との両立も大事ですので、ある程度の集客は必要かとは思い

ますけれども、実際ゴールデンウィーク期間中いろんな方から船の満席便も出ているとい

うことで、船に乗っている人数を見て不安を感じる方もいらっしゃいましたし、実際船を

運航している船員さんからも満席の船に乗って仕事するのが、怖いとこういった状況を作

っているのは不安だという声もありました。

その次の質問に関連するので移りたいんですが、先ほど３名で話し合いをして決められ

たということですが、こういったこともコロナ対策会議、先ほど国吉議員の質問にもあり
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ましたけれども、行政職員だけではなくて、各団体の長や我々議会の議長も入っていると

思いますメンバーの中に、そういった面々で話し合いをして方向性を決めるのがコロナ対

策会議だと思うんですが、３名で決めるという少人数についてどう思うのか、コロナ対策

会議というのが実際どういった位置づけで行われているのか、村長の見解を伺いたいと思

います。

○ 座間味秀勝村長

令和３年６月４日、直近で言いますと令和６月４日に対策本部会議を開催をしておりま

す。その際には、学校等の要するに沖縄県が要請している県立学校と同様の措置というこ

とで学校の休校等についての要請がありました。これについてどう対応するかということ

を対策本部会議で図ったんですが、ご承知のとおり県内北部あるいはその他の離島におい

ては通常通り小中学校等について、幼稚園等についても通常通りの登校、登園をしている

という状況があるかと思います。これは沖縄県としては緊急事態宣言下にあるが各市町村

においては、個別の状況に応じた対応ということになっているかと思います。渡嘉敷村に

おいても対策本部会議等では、そういったことをねっております。先ほどじゃあ、何で３

名で決めたのという話かと思いますが、これは経営に関することもありますし、もう既に

先程来、ご説明申し上げておりますけれども、もう開いたとたん、２カ月前から満席状態

の予約がある。そこには宿泊で来られるお客さんもいる。ここで止めると経済的な打撃を

受けられる方がいらっしゃると、村内にですね、そういう状況のあることで、それではま

ずいという判断で止めずにそのまま運航しているという状況であります。もし今後、緊急

事態宣言が沖縄県発せられた場合に、船を止めるべきという議会の相違ということであれ

ば、その要請をいただいて措置を対応を考えていきたいと思っております。

○ ３番 新垣一史議員

私の意見は船を止めろというふうに言っているわけではなくて、村長の言っている理由

もわかるというふうに先ほど申しました宿泊の予約も入っていて、経済も含めた両立です

よね、来島者数が増えることによって感染のリスクが高まるということに関しての不安を

覚えている住民、そういった人たちの意見も吸い上げるために対策会議というのは様々な

メンバーが選ばれていると思います。なので、実際昨年リモートでも会議ができるように

予算も取られて、実際Wi-Fiを設置したりとかもしていますよね。そういったいろんな方

の意見を引き上げるためにも、例えば商工会の代表でしたら商工業の方達は、そちらにい

ろいろ話がいって、代表の方がそれを持ってくる、我々、議会議長であれば住民からいろ

いろこういう話を聞いたので、議長これを持っていってくださいというふうに、それを話

で持っていく、いろんな方からの吸い上げもできますし、そこで決まったことを住民に伝

えるということもできると思います。なのでやはり集まるということ、コロナ禍で集まる

というのが大変ということでリモートその準備もしているので、会議にはできるだけ多く

の意見が必要だと思うんですが、今回まで20回対策会議をやっているということですが、
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実際、皆さんが集まって会議をしたというのは何回ぐらいありますか。コロナ対策会議に

名前が入っている商工会長であったり、議長であったり、メンバーは決まっていますよね。

○ 座間味秀勝村長

基本的に条例要項には、役場の中での職員の中で対策本部を設置あるいは運営をするこ

とになっています。ただ意見を聞くということで、おっしゃるように議長であったりある

いはこれまで商工会の会長であったり、あるいは漁協の組合長さんを呼んで意見を聞いた

ということもございます。その中でこれまでの経緯を踏まえると、減便あるいは減数定員

を減らすということは非常に事業の打撃、収入の減収に繋がるということがあると、その

場合その補償、補填ということについても求められてきているというような状況がありま

す。現状においては、午前中の質問の中でもお答えをしました。かなり感染防止対策も取

れているであろうというとことで、これらの対策を打ちながらここまで来ているという状

況があります。実際１名発生したという経緯もございますけれども、それはしっかり感染

防止対策をしていたら防げたのではないのかなとは思っております。これだけの人間が入

って来たのに逆にいうと１名ですんだという話です。今沖縄県内の新規感染者数、これま

での累計をしますと80名以下77名に１人が感染したというような数値データになっており

ます。その中で渡嘉敷村においては、その感染経路が島内でなのか、島外でなのかという

ことについても特定はされていませんので、深くは言及はできませんけれども、これまで

のところ１名の感染で止まっているということについては、みんなが感染を防ぐ手だて、

これをしっかりとやってきているんだと思っております。その中で受け入れるだけのお客

さんを受け入れていくというのが、私の考えでございます。

○ ３番 新垣一史議員

今回、午前中からコロナ対策に対しての決定どういった経緯で、この決定をしたのかと

いう質問もけっこうありまして、今回、私がこの質問をしたのも、船舶に絡めていますが、

いろんな方の意見を吸い上げる重要性を持って欲しいというか、一度呼ばれている方々か

らも、最近会議を開いていないとか、住民の方々からも、どうやって決まったのかという

やっぱり疑問が多いんですね。せっかく環境も整えている状況なので、ぜひ今後、船舶に

だけ限らずガイドライの見直しであったり、またコロナ禍の状況が続いていくと思います

ので、様々な意見を聞くことによって、一方の考え方だけではなく、折衷案のようなする

合わせた意見も両立するためには必要だと思いますので、この会議を進めていく上でいろ

んな方の意見も吸い上げ等をしていただきたいと思います。それをお願いして、次の質問

にいきたいと思います。

４番目、先ほどから話が出ていますが、実際、村内で感染者が今回でましたけれども、

その感染者の出たときの役場が把握した状況、どういった対応を取ったのかを教えていた

だきたいと思います。

○ 座間味秀勝村長
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お答えをいたします。まず令和３年５月19日に南部保健所からの連絡がありまして、村

内において新型コロナウイルス感染の疑いのある者がいますという連絡を受けておりま

す。その後に診療所の医師との連絡の中で、この当該者、この疑いのある方をフェリーで

搬送をしております。その後、泊港到着後は保健所の職員が、その後の対応をしていると

いう状況でございます。また加えて言いますと濃厚接触者等に対しては保健所あるいは診

療所の医師が連携をして調査確認を行っているということでございます。

○ ３番 新垣一史議員

５月19日に南部保健所の方から連絡があってということなんですが、これは本人からの

申請ではなく、南部保健所からの情報ということで、本島への移送を促すとかというそう

いった本人からの要望とかはなかったんですか。

○ 座間味秀勝村長

その当該者、感染の疑いがあるとされているものが、その方が役場にどうしてくれ、こ

うしてくれということはありません。基本的には保健所もしくは医師が、どういう対応を

ということを決定をして、こちらは搬送と、フェリーで送りますという連絡を受けて、そ

の対応をするということであります。

○ ３番 新垣一史議員

今回、お一人感染が確認されたということで、そういった対応を取られたということで

すけれども、今後、感染者が出た場合、現在、村内放送でもやっておりますけれども、医

療機関逼迫して、報道等では感染が認められても直ぐには入院できない自宅待機であった

り、そういった状況があるということで、今後、村内で感染が出た場合の村の対応ですね、

即入院できない、本島の方に搬送できないとなった時の村内での対応等準備されているの

か、そこを伺いたいと思います。

○ 座間味秀勝村長

これについてはどういう取り扱いをするか、自宅待機とするのか、沖縄本島の医療機関、

あるいは沖縄本島の待機施設にというのは判断は、先程来申し上げております保健所もし

くは医師等の指示に基づいて行うということになるかと思います。一方で、例えば台風と

かで、今後考えられることが船で送れない、渡れないといった、そういった状況になった

ときにどういった対応をするかということについては、今、沖縄県の看護師住宅、沖縄県

の持ち物ですが、そこを一時的な滞在場所というかたちで使わせていただくということで

準備はしております。

○ ３番 新垣一史議員

今、村長がおっしゃった台風等も含め、本島大きな病院に搬送できない場合に、看護師

住宅を使って様子を見るとか、そういう準備はしているということですが、重篤化した場

合に酸素吸入器が必要だったり、酸素ボンベが必要だったりと思いますが、これが例えば

お一人短期であったら大丈夫かもしれないけど、複数出てしまった場合、複数重篤化して
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しまった場合、そのときの準備とかもされていますか。

○ 座間味秀勝村長

例えば、重篤化して搬送しなければならないというような場合、これは医師の判断にな

ると思いますが、そういった場合には自衛隊でのヘリ等での搬送ということにもなってく

るのかなと、天候に左右されてどうするかということについては、もうその先は何とも現

時点では申し上げることはできないのかなと思っています。基本的には自衛隊もしくは海

上保安庁の船舶とかそういったところでの対応になるかと思っております。

○ ３番 新垣一史議員

搬送する場合は、自衛隊等の要請になると思いますが、それまで重篤化して搬送までの

間の人口呼吸器が必要であるとか、そういった場合が考えられると思います。それについ

てちょっと聞きたかったんですけど、今、診療所に人工呼吸器があるのか、いくつあるの

かとか、そういったのがもし回答できるのであれば教えていただきたいです。

○ 座間味秀勝村長

人工呼吸器というものは置いていないというふうに認識しております。

○ ３番 新垣一史議員

すみません、質問とちょっとずれていまっているので、感染者の対応ということで要望

も含めてちょっと話になってしまったんですが、そういった搬送できない場合の対応です

ね、救える命を救える対応そういったのの準備を、今後、村の方で準備して人命をできる

だけ救えるように、逼迫した医療態勢の中でも、村民の命が守られるような考えられるよ

うな準備を県や診療所の医師と相談して準備をしていただきたいと思います。

次の質問に移らせていただきます。こちらも質問が重複しているので、少し聞きたいの

が、まず質問としては５月25日にエンジントラブルによる運休があったマリンライナーで

すが、どのようなトラブルだったのか、告知から通常運航をしていたが影響はなかったの

か、現在は完全に直ったのかというのは、先ほどの質問で回答されているのでいいんです

が、答弁の中でちょっと気になったところがあったので聞きたいんですが、３月にもライ

ナーのトラブルに関しては、私、質問していますけれども、村長の時系列の話で５月12日

にタービンからの冷却水の滲みを確認して２、３日様子見をして、その後に早めに修理し

た方がいいと２、３日様子見した理由、結局修理していますよね、様子を見した理由とい

うの何かありますでしょうか。

○ 我喜屋元作船舶課長

ここの船のエンジンに関して村長、機関長からの話の中で、今のところ滲みがある程度

であるが、今後どうなるか、ひどくなるのか、その滲みが止まるのかという中でのおそら

く船長、機関長の方にもあまり確信がなかったと思うんですね。それでもう早めに対応し

た方がいいということでの判断に至ったと思います。

○ ３番 新垣一史議員
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答弁を聞いていると修理するなら早めに動いた方が良かったのかなと思ってしまったん

ですが、特に就航以来、何回もトラブルが多いのでトラブルを見つけたら即解決、この１

週間通常運航していましたが、その影響は時になかったということでよろしいですか。

○ 我喜屋元作船舶課長

その後、滲みはひどくなっていなくて、状況は変わっていなかったんですが、早めに整

備をしてその後は順調に作動をしているということです。

○ ３番 新垣一史議員

はい、わかりました。次の質問に移りたいと思います。現在、運航経費削減のため高速

船速度を下げた運航をしていますが、実際どれぐらい効果が出ているのか、また今後どれ

ぐらいの効果が見込めるのか、教えていただきたいと思います。

○ 座間味秀勝村長

お答えをいたします。まず運営経費削減の効果、これは高速船なんですが、４月11日か

ら速力を少し下げての運航と、それまでの31ノットを28ノットに下げております。因みに、

これまでの間の運航をした結果で言いますと、28ノット運航ですと、102,060リットルを

消費していると、31ノットですと後で資料をお上げいたしますのでどうぞメモではなくて

31ノットの場合ですと115,290リットル使っていたであろうと。差額は13,230リットル現

在の燃費で計算すると92万3千454円の経費削減となっております。

○ ３番 新垣一史議員

今回についてですが、いつからいつと比べたもの今わかりましか。

○ 座間味秀勝村長

運航を始めたのが速力を落として始めたのが４月11日からです。４月は28航海していま

す。５月に65航海、６月７日までに12航海しております。これで算出をした結果、今の数

字ということになっています。これについては資料がございますのでよろしければその場

でお渡しましょう。

○ 玉城保弘議長

休憩します。

再開します。

○ ３番 新垣一史議員

ちょっと教えてほしいんですけど、この期間内での比較というんですけれども、前年度

とか別の月とかと比べたということではなく、１航海当たりの燃費の計算ということです

か。

○ 座間味秀勝村長

はい、１航海当たり28ノットの時には972リットルの燃料消費がございます。１航海、

１往復ですね、泊港から972。これまでの31ノットの場合ですと1,098、126リッターの差

があります。要するに１航海で126リッターつまり１日２回往復すれば、これの倍ですの
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で、252リッターの経費削減ということになります。因みに31ノットで走った場合、走っ

ている速力でいうと、リッター46.8メートル、47メートル弱、28ノットですとこれから６

メートルほど延びて53メートル、リッター53メートルというデータも出ております。付け

加えておきます。

○ ３番 新垣一史議員

低速運航にしてからの効果は出ているということですが、高速船で効果は出ているので

すが、これはフェリーについては行わないのは、経費削減がたいして見込めないというこ

となのか、なぜ高速船だけなのか聞きたいですね。

○ 座間味秀勝村長

フェリーについては、現在の速力これがもっとも経済効果の高い速力ということで、特

に変更はしておりません。

○ ３番 新垣一史議員

もう一点確認したいのが、経費削減のための低速運航ということですが、見ている感じ

だと就航以来定時運航というのはあまりトラブルも多くて見た記憶がないんですが、現在

この間のエンジントラブルも解消したということで、現在普通に経費削減を考えずに運航

させた場合は定時運航は高速船は可能なんでしょうか。

○ 座間味秀勝村長

はい、こちらが要求していた速力については、昨年のドックで改善をしまして、それが

達成されているということでございます。

○ ３番 新垣一史議員

４月のドックでトリムタブの固定という話だったんですけれども、固定しているだけで

稼働はしていない状況ですかね、高速走行可能ですかね。

○ 我喜屋元作船舶課長

トリムタブの固定の件ですけど、いままだ固定状態です。それを今年の中間検査で整備

する予定になっております。

○ ３番 新垣一史議員

出力を上げた走行が可能かどうかというのを伺いたいんですけど、トリムタブが稼働し

ないので減速した運航しかできないということもあるのかというのを聞きたいです。

○ 我喜屋元作船舶課長

それはトリムタブの影響ではなく、現在は34ノットで運航は可能です。

○ ３番 新垣一史議員

わかりました。現在の状況では普通に航行できるということもわかりましたし、経費削

減の一定の効果が得られているというのがわかりました。でもやはり３月も言いましたけ

れどもトラブルが多いので、業者さんや離海振とも協力して、この未然に防ぐ方向で進め

ていっていただきたいと思います。
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最後の質問に移ります。４番目、渇水対策についてと書いていますが、與那嶺議員から

の質問がありましたが、小雨傾向が続いている中、現在の各水源の貯水率というのを伺い

たいと思います。

○ 座間味秀勝村長

質問にお答えをいたします。現在の取水率について６月７日現在で確認したところイシ

ッピ堰、恩納堰、大川堰とも100％という状況でございます。

○ ３番 新垣一史議員

100％ということですが、以前３年前ですかね、小雨の時に渇水問題が取り上げられる

ときに話が上がっていましたが、結局現状ですね、次の質問なんですが、貯水堰の現状で

すね、結局大きなバケツにいっぱい水が溜まって、小さなコップに水が溜まっているどち

らも100％というのは量が全く違うと思います。その貯水堰の現状ですね、今どういった

状況なのか教えていただきたいです。

○ 座間味秀勝村長

先ほど100％というふうにお答えをしております。100％ですので満水状態ということで

あります。

○ ３番 新垣一史議員

満水ということなんですが、貯水量、泥が堆積していて、結局貯水できる量が減ってい

るとか当然以前にもあったと思うんです。それを改善されているのか、これ以前に水道広

域化に受けた県企業局の資料なんですが、イシッピが2,600立法、恩納川が38,000、大川

が42,000という貯水堰の貯水量ということだったんですが、取水量ですか、それは泥の堆

積とか、ごみの堆積等がない場合なのか。そういった面も含めての現状ですね、堆積物が

どうなっているのかとか、そういったものを聞きたいです

○ 玉城広喜観光産業課長

質問にお答えいたします。今、議員が示す貯水量ですが、これはあくまでも容積から計

算した数字でございます。その中にごみが度ぐらい堆積して、実際の貯水量というのは調

査したこと今のところございませんので把握しているという現状ではございません。

○ ３番 新垣一史議員

現在、把握されていないということなので聞くことができないんですが、要望といいま

すか、来年の３月末を目指して、広域化の工事をいろいろ進んでていますよね、ポンプ場

だったり新しい上水場の工事が進んでいますけれども。現在コロナで来島者も少ない現状

ですし、調査も含めて清掃といいますか、貯水量の管理そういったものの予定とかはあり

ますでしょうか。

○ 座間味秀勝村長

先ほどこの３つの堰きについてのボリューム容量の話がございました、イシッピが2,60

0、恩納川が38,000、大川が42,000ということなんですが、大川も造って依頼泥履きをし
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たことがないと思います。そして恩納堰も平成５年の大渇水の時に少し掃除をしたんです

が、あのときも泥を吐かすというようなことはほぼできていません。ただイシッピ堰につ

いては私覚えています。平成22私が経済課に移動になった年に堰を空けて、全部消防のポ

ンプを持ち出して全部流した経緯があります。ただもうその後10年近く経っておりますの

で、また土砂は堆積しているであろうということであります。それがどれぐらい堆積して

いるかというのは今つかめていないんですが、議員のお話はそういったことの調査もとい

うことなんですが、例えばこれがどういう事業でもって、堆積していた土砂をどう処理す

るかというところまでないと、その調査そのものも動けないというのが現状なのかなとい

うふうに思っております。水がだいぶ入った状態というのが見えるのであえば、ある程度

の調査はできるかと思っていますが、私としての考えはですね、近い将来にはこの泥を全

部吸い出ようなそういった事業もやらなければいけないんじゃないかというふうには感じ

ております。以前からそういう思っておりますので、そこはすぐ今、コロナで少ないから

今やろうとかという状況ではないんですけれども、そこはそういった事業、あるいは企業

局とも連携して、そういったことができるのか、泥の吐き出しですね、バキュームとかそ

ういったことができるのか、それは今後検討していきたいと今後検討してきたいというふ

うに考えております。

○ ３番 新垣一史議員

今直ぐにというのは難しいかもしれませんが、広域化を進めるうえで企業局と連携を取

っている今タイミング的にも話し合いしやすいのかなと、結局、貯水量が増えた新しい浄

水場ができても結局取水堰の容量が実は小さくて調査してみると、ちょっとした小雨で水

が無くなってしまう。そういった状況だと結局広域化して新しい施設を造ったところでも

ったいないと思うんですよ、近い将来と言っていましたが、できるだけ早くというか、広

域化に向けての話し合いの中で議論していただいて、調査等も清掃等も含め前向きに早め

に進めていくのがタイミング的にちょうどいいのかなと思いますので、お願いしたいと思

います。以上で私の質問を終了いたします。

○ 玉城保弘議長

これで３番新垣一史議員の一般質問を終わります。

次に４番宮平鉄哉議員の発言を許します。

○ ４番 宮平鉄哉議員

２、３一般質問したいと思います。村有地に建っている古い建物の解体について皆さん

ご承知の水族館跡地ですね。過去に２、３回もお願いをしましたが、未だにやってくれな

い古い建物の解体あれからもっと立て物自体が劣化しています。台風の時周囲や人に被害

を与えないかが心配です。早くその問題を解決してほしいですけど、そういう具合に質問

していますけど、この問題ですね、もう７、８年前からもう何回もお願いをしているのに

いまだにやってくれない建物の解体、あれからはもっと劣化がひどくなっています。何回



- 73 -

か２、３回質問した後に当事者とも真剣に話し合いをするべきと思いましたが、そのこと

について、そういうお話し合いとか今後のこととか、いろんな話をしたでしょうか。

○ 座間味秀勝村長

お答えをいたします。当該物件については村との土地物件契約による賃借人の方が亡く

なられております。契約時の連帯保証人の方にこれまで契約履行を求めておりましたが、

その方も亡くなられているということでございます。このことから現在は賃貸契約上の保

証人ではなく亡くなられた土地を借りられていた方の相続人、家族ですね、親兄弟の方々

に連絡を取って、この課題の解決というところで調整をしている最中でございますが、そ

の方々も高齢であったりしているため、なかなか一気に解決ができていないという現状で

ございます。定期的に点検を行っておりまして、飛散防止、そういったことについてはき

ちっとやっていただくように関係者の方には指導をしております。今後もそういうかたち

での指導はしていきたいと考えております。

○ ４番 宮平鉄哉議員

だいぶ７、８年前から、そういう本人が亡くなってから保証人も、そういう感じになっ

ているということを聞きましたけど、今現事態というのは保証人の方々が賃貸料として払

っているそうですね。この賃貸料を払っているから村はいいやと思っているという感じに

しとったら、また今後もずっと良くないし、建物自体がぼろぼろになってくるから、知ら

んふりして賃貸料をはらっているから、いいかみたいな感じの思いじゃなくて、このぼろ

ぼろになっているのが、台風なんかで飛んで、災害とか側の建物とか人間とかに、トタン

があたったとか、そういうことになったら、もう村としても恥ずかしい話です。村長、真

剣に考えてどうするかとか、裁判問題なるのか、顧問弁護士なんかに相談して、良い解決

をしないと、この２、３年前からなったんじゃなくて７、８年前からずっとそういう感じ

で、ナーナーになって、そういう感じで置いていることは、あまり良いとは思いませんね。

その賃貸料を払っている方にとっても、そういう問題というのは、もう一生というのかな、

そういう感じで払わないといけない立場になっているんでしょう。そういうことですから、

この土地を借りたいと、物件を壊して、ただでもいいから借りたいという感じで、要する

に今賃貸している方は賃貸料を払っているからいいけど、台風なんかで被害を与えるから、

その重機なんかが持っている人が壊してここを貸してくれるんだったらだだで壊してもい

いよという話も出ているというんですね。

だからそういうことで、もし台風とかでそういう被害がないように、こういう解決もあ

る意味ではいいのかなと。賃貸料を支払っている当事者も、もうそいうことになったら払

わないですむんですよね、土地は使わないから、だから今現在、建っている水族館という

建物なんですけど、そのまま置くよりは見た目も悪いし、早く解決していって、壊すなり

なんなりした方がいいと思うんですが、村長そういうことに対して、もう一つ良い方法な

いですか。
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○ 座間味秀勝村長

まず村との土地の賃貸借契約の中では基本的には、現状復旧、要するに元の状態に戻し

て返してくださいということをうたっております。それは全ての土地の賃貸借契約の中で

そういう取り扱いをしております。その１件だけそういう特例を認めるのかと、例えば他

に借りたい人がいるから、じゃあその人が壊すから貸すとかという話をしてしまうと、こ

れ他のことでも、そういうことが起きかねないという話になってきます。

これは先ほど申しましたとおり、相続人とも今話し合いを持つということで進めており

ますので、例えば直接相続人の方々が経済力がないのであれば、これ取り壊すのに、これ

300万円ぐらいと提示されましたという話なんですね。とてもとてもそれを出せる状況で

はないという話なんです。であれば、それを村が代行をして、今土地代を払っているかた

ちで50年かけてもいいから払ってもらうとかというやり方をするのか、そこらへんを検討

していく必要があるのかなと思います。なにぶん相続人とのお話、そこがどこまで進めら

れるかということにかかっていると思いますので、そこはご理解をいただきたいと思いま

す。

○ ４番 宮平鉄哉議員

この２、３年前からできたわけでもないし、もうだいぶなってますから、それを何か無

関心な感じで、当事者にも悪いし、村の人たちにも悪いし、もう良いことはないんですよ。

そういうことを村のリーダーがもっと良い考えをしないと、見ていてももう青少年交流の

家なんかの研修生なんかに、あんなおんぼろ家を見せながら、研修場に上がっていく姿な

んかというのは本当に良くないと思いますよ。何か僕たちより村長の方がもっと良いアイ

ディアがあると思いますけど、何かそれに答えてやってくれませんか。お願いします。こ

の話はもう終わります。

次の問題ですね、救命浮環について、渡嘉敷港・阿波連漁港とか書いてありますけど、

渡嘉敷港・阿波連漁港内に設置されている救命浮環の設置の数をあと２、３カ所を増やし

た方がいいと思います。子どもや観光客など釣りをしている場所から救命浮環があまりに

も離れすぎている感じがしますと書いてますけど。阿波連漁港とか渡嘉敷の港というのは

港の岬みたいな所では、釣りマニアがけっこうシーズンとかそういう観光シーズンになっ

た場合はけっこう今釣りをしています。子どもやら大人やらいろいろいるんですけど、そ

ういう時に救命浮環の価値は万が一子どもとか桟橋から落ちて溺れたときに、そういうの

で泳げない人でも助けられるというような感じなものですから、阿波連漁港岬の釣り場所

なんか救命浮環が置いてあるのが２、３カ所あるんですけど、場所が遠いんですよね。だ

からそこに落ちても100ｍぐらい走っていかんとみたいな感じがしないし、また観光客の

場合だったら、救命浮環がある場所もあまり知らないと思うんですよね。だから見てみた

ら桟橋の設置場所が付いている釣りしている所から、通るものだから、近くに救命浮環を

置くとしたら、何かアングルか何か、金物みたいな感じでトンブロックに付けて、それを
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設置したら、そういう水難事故の場合も防げるんじゃないかなと思って、今質問している

んですけど。

これは桟橋に今現在２、３個あるんですけどどっちも、コンクリートぱーっと固定した

所にはちゃんとしてありますよ、渡嘉敷のフェリーの付き場にもあるんですけどね。これ

をさっきも言ったようにトンブロックにアングルとか固定して、その釣りをしているとき

に落ちた場合でも、早く助けられるような感じというのを、セットしたら良い感じになる

と思ったからしたんですけど、そのことについても一言お願いします。

○ 座間味秀勝村長

お答えをいたします。現在、救命浮環については渡嘉敷港では６カ所、阿波連漁港で４

カ所設置をしております。基本的に釣り人というお話なんですが、釣り人だけではなくい

ろんな方々が港を利用されるのかなと思っております。基本的には釣りでということにな

ると、釣りは一人で行かれる方もいると思いますね。一人で釣りに行って落水した場合は、

この救命浮環を投げる人はいません。ですから釣り人は基本的にマナーとして、ルールと

しては救命胴衣これの着用を推奨している、それは日本釣り振興会においても推奨をして

いえるということでございます。最初から釣りに行く人であれば自分でライフベスト等を

装着をして行っていただくということが大事かなとは思いますが、現在設置している、こ

の救命浮環の場所、これについてのご指摘がありましたので、その場所がもっとも効果的

なのかどうか、数を増やすということよりは、今ある場所が適当かどうかこれについて継

承していきたいと考えております。

○ ４番 宮平鉄哉議員

今、村長が言ったように、釣りマニアがいる場所から、今係の方というよりも、村の観

光課の係の人とか経済課の課長なんかわかると思いますよ、何処に設置しているか。だけ

どお客さん自体はどこにあるかもわからない、わかいやすい所にするのが当たり前のこと

だと思うんですよ。だからそういうのが、まだ要するに釣りしている所一番多い所に、こ

の救命浮環がないんですよ、それを今、希望・質問しているわけですよ。そういう場所に

は固定した所にはないからトンブロックとかアングルを付けて、それを置いて、船に邪魔

になにならない感じでやったら良い感じだと思ったからやったんですけど、これお願いで

きませんかね。どうしても必要な感じがしたんですけどね、これ。

渡嘉敷にしろ阿波連にしろ、本当にゴールデンウィークとか入口の方にいっぱいいるん

だけど救命浮環が見あたらないんですよ、そういうところに。そういう感じに設置する方

法を考えて、場所を６個とか４個ありますよと言っていますけど、場所に近い所、そうい

う感じに設置した方がいいと思って出したんですけど。これもう一度６個とか４個とか言

っていますけど、場所的に今村長が言うように良い感じの所にするなり、そこが固定でき

なかったら、またトンブロックでアングル付けてやるというふうな感じにした方がいいと

思ったんですけど。これお願いできますか、そういう感じで。
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○ 座間味秀勝村長

先ほどの答弁でも最後の方で申し上げましたけれども、現在設置してある場所が適当か

どうか、まずこれについての検証をして、対応をしていきたいと思っております。今４個、

６個という話、じゃあ10個、20個にしたら適当かという話ではなくて、今あるものの場所、

そこがまず適当なのかどうか、そこを検討して対応していくと、もしどうしても増やす必

要があるということであれば、またその対応を考えていくということでございます。

○ ４番 宮平鉄哉議員

だから今、村長言っていますけど、あるのが適当かというけど、僕が考えては適当では

ないから良い場所に付けましょうということをお願いしているわけです。それを約束して

ください。

次もう一つ、次に、渡嘉敷水道施設土木工事の残土についてとやっていますけど、渡嘉

敷水道施設整備に伴う残土について大型トラックで港まで運搬して、バージ船で運んでい

るようすですが、これ辺野古埋め立てに使用するのかなと書いていますけど、これは皮肉

な言葉であって、何処に持って行くかわからないんですけど、実際これ村民も今運んでい

る土なんかを使いたいなとか、あと埋め土に使いたいとか、畑に使いたいなとかあるから、

その土を県の工事だからという感じで、直ぐ持って行けるような感じになっているような

感じがするけど、そういうどこかの場所を決めて置いてから、それを村民が使うとか、感

じのことはできないだろうかと思っていますけど、村長。

○ 座間味秀勝村長

答弁いたします。議員ご質問の残土運搬、これは今県企業局が発注した浄水場建設工事

現場から発生した残土というふうに捉えております。これについては辺野古ではなくて、

糸満市内の公共工事等での埋め戻し、そこに使用するというふうに伺っております。これ

を島外に排出しないで、島内での利用という話なんですけれども、今増圧ポンプ場これテ

ラ岳ではございません。クミチジ山と言っているところですね。クンミノクシ：小嶺後の

向いた所、ここの工事をしています。ここから出ている土については、畑田んぼに向いて

いるということで約200㎥ほど、こちらの方で流用していただくということで調整を付け

ております。

○ ４番 宮平鉄哉議員

この土は畑にも砂地の所に混ぜたらけっこう良い畑になるようみたいな感じ、昔の人な

んかが言っていますけど、そういう感じで村民が余った残土をそのまま沖縄本島に持って

いかせるよりは、そういうように使いたいなというような感じで思ったから出したんです

けど、できたら直ぐ県の工事だから全部持って行けじゃなくて、そういうような感じで置

いて村民が利用できるような感じにしたらいいと思います。前もそういう感じのものがあ

ったんですけど、前は那覇空港の第２滑走路の所に運んでいましたよね。前の残土を持っ

て行くときね、バージ船でね。それもいいんだけど、とにかく村民ができるだけ使えるよ
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うに、そういうのをできたらいいかと思ったからやったんですけど、今後ともそういうの

を考えてほしいと思います。以上終わります。

○ 玉城保弘議長

これで４番宮平鉄哉議員の一般質問を終わります。

これで一般質問を終了します。

休憩します。

再開します。

日程第６、報告第３号、令和２年度渡嘉敷村一般会計繰越明許費繰越計算書の報告につ

いてを議題とします。

提案者から提案理由の説明を求めます。座間味村長。

○ 座間味秀勝村長

報告第３号

令和２年度渡嘉敷村一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について

地方自治法施行令第146条第２項の規定に基づき、令和２年度渡嘉敷村一般会計繰越明

許費繰越計算書を次のとおり報告する。

令和２年度渡嘉敷村繰越明許費繰越計算書

以下のとおりでございます。

以上、ご審議をお願いいたします。

○ 玉城保弘議長

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

休憩します。

再開します。

他に質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

質疑なしと認め、これをもって質疑を終結します。

これより報告第３号を採決します。

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

日程第７、報告第４号、令和２年度渡嘉敷村簡易水道事業特別会計繰越明許費繰越計算

書の報告についてを議題とします。

提案者から提案理由の説明を求めます。座間味村長。

○ 座間味秀勝村長

報告第４号
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令和２年度渡嘉敷村簡易水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告について

地方自治法施行令第146条第２項の規定に基づき、令和２年度渡嘉敷村簡易水道事業特

別会計繰越明許費繰越計算書を次のとおり報告する。

以下、計算書のとおりでございます。

令和３年６月９日提出 渡嘉敷村長 座間味秀勝

以上、ご審議をお願いいたします。

○ 玉城保弘議長

これより質疑に入ります。

休憩します。

再開します。

他に質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

質疑なしと認め、これをもって質疑を終結します。

これより報告第４号を採決します。

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

日程第８、報告第５号、専決処分の報告（令和３年度渡嘉敷村航路事業会計補正予算（第

２号））についてを議題とします。

提案者から提案理由の説明を求めます。

○ 座間味秀勝村長

報告第５号、専決処分の承認について、地方自治法第179条第１項の規定により別紙の

とおり専決処分したので同条第３項の規定により報告し、承認を求める。

渡嘉敷村告示第36号、専決処分書、地方自治法第179条第１項の規定により議会に招集

する時間的余裕がないことから、次のとおり専決処分する。

令和３年度渡嘉敷村航路事業特別会計補正予算（第２号）の専決処分

専決処分理由

令和２年度の収支においては5千159万2千97円の赤字となった。よって地方自治法施行

令第166条の２の規定により、繰り上げ充用する手続きをとることとし、原則のとおり出

納閉鎖期日を持って補正予算補正する必要があり、議会を招集する時間的余裕がないこと

から、地方自治法第179条第１項の規定により専決処分する。

専決処分の内容については添付のとおりでございます。

以上、ご審議をお願いいたします。

○ 玉城保弘議長

これより質疑に入ります。



- 79 -

質疑はありませんか。

質疑なしと認め、これをもって質疑を終結します。

これより報告第５号を採決します。

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました

日程第９、議案第33号、渡嘉敷村農産物集出荷施設の設置及び運営に関する条例の一部

を改正する条例についてを議題とします。

提案者から提案理由の説明を求めます。座間味村長。

○ 座間味秀勝村長

議案第33号

渡嘉敷村農産物集出荷施設の設置及び運営に関する条例の一部を改正する条例について

渡嘉敷村農産物集出荷施設の設置及び運営に関する条例の一部を改正する条例について

地方自治法第96条第１項第１号の規定により議会の議決を求める。

提案理由

渡嘉敷村農産物集出荷施設を適正に管理運営するため当該施設の使用に関する規定を定

める必要がある。これがこの条例案を提出する理由である。

渡嘉敷村農産物集出荷施設の設置及び運営に関する条例の一部を改正する条例添付のと

おりでございます。

以上、ご審議をお願いいたします。

○ 玉城保弘議長

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

休憩します。

再開します。

他に質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

質疑なしと認め、これをもって質疑を終結します。

これより議案第33号を採決します。

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

日程第10、議案第34号、渡嘉敷村税条例の一部を改正する条例についてを議題とします。

提案者から提案の説明を求めます。座間味村長。

○ 座間味秀勝村長
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議案第34号

渡嘉敷村税条例の一部を改正する条例について

渡嘉敷村税条例の一部を改正する条例について、地方自治法第96条第１項第１号の規定

により議会の議決を求める。

提案理由

地方税法等の一部を改正する法律等が交付されたことに伴い、渡嘉敷村税条例の一部を

改正する必要がある。これがこの条例案を提出する理由である。

内容については添付のとおりでございます。

以上、ご審議をお願いいたします。

○ 玉城保弘議長

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

質疑なしと認め、これをもって質疑を終結します。

これより議案第34号を採決します。

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

日程第11、議案第35号、渡嘉敷村国民健康保険税条例の一部を改正する条例についてを

議題とします。

提案者から提案の説明を求めます。座間味村長。

○ 座間味秀勝村長

議案第35号

渡嘉敷村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

渡嘉敷村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について、地方自治法第96条第１項

第１号の規定により議会の議決を求める。

提案理由

地方税法施行令の一部を改正する政令が、令和２年９月４日に交付され国民健康保険税

の改正部分については、令和３年１月１日から施行されたことに伴い、渡嘉敷村国民健康

保険税条例の一部を改正する必要がある。これがこの条例案を提出する理由である。

以下、渡嘉敷村国民健康保険税条例の一部を改正する条例については添付のとおりでご

ざいます。

以上、ご審議をお願いいたします。

○ 玉城保弘議長

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。
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休憩します。

再開します。

他に質疑はありませんか。

質疑なしと認め、これをもって質疑を終結します。

これより議案第35号を採決します。

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

日程第12、議案第36号、令和３年度渡嘉敷村一般会計補正予算(第２号)についてを議題

とします。

提案者から提案の説明を求めます。座間味村長。

○ 座間味秀勝村長

議案第36号

令和３年度渡嘉敷村一般会計補正予算(第２号)について

令和３年度渡嘉敷村一般会計補正予算(第２号)を定めることについて、地方自治法第96

条第１項第２号の規定により議会の議決を求める。

提案理由

予算を定めることについては、地方自治法第96条第１項第２号の規定により議会の議決

を必要とする。

令和３年度渡嘉敷村一般会計補正予算（第２号）

令和３年度渡嘉敷村一般会計補正予算（第２号）は次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ902万9千円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ16億108万4千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は「第１表歳入歳出予算補正」による。

令和３年６月９日提出 渡嘉敷村長 座間味秀勝

以上、ご審議をお願いいたします。

○ 玉城保弘議長

これより質疑に入ります

質疑はありませんか。

（「休憩」の声あり）

○ 玉城保弘議長

休憩します。

再開します。
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他に質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

質疑なしと認め、これをもって質疑を終結します。

これより議案第36号を採決します。

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

日程第13、議案第37号、令和３年度渡嘉敷村簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）

についてを議題とします。

提案者から提案理由の説明を求めます。座間味村長。

○ 座間味秀勝村長

議案第37号

令和３年度渡嘉敷村簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）について

令和３年度渡嘉敷村簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）を定めることについて、

地方自治法第96条第１項第２号の規定により議会の議決を求める。

提案理由

予算を定めることについては、地方自治法第96条第１項第２号の規定により、議会の議

決を必要とする。

令和３年度渡嘉敷村簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところに

よる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ125万円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ6千762万円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は「第１表歳入歳出予算補正」による。

令和３年６月９日提出 渡嘉敷村長 座間味秀勝

以上、ご審議をお願いいたします。

○ 玉城保弘議長

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

質疑なしと認め、これをもって質疑を終結します。

これより議案第37号を採決します。

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。
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日程第14、議案第38号、令和３年度渡嘉敷村下水道事業特別会計補正予算（第２号）に

ついてを議題とします。

提案者から提案理由の説明を求めます。

○ 座間味秀勝村長

議案第38号

令和３年度渡嘉敷村下水道事業特別会計補正予算（第２号）について

令和３年度渡嘉敷村下水道事業特別会計補正予算（第２号）を定めることについて、地

方自治法第96条第１項第２号の規定により、議会の議決を求める。

提案理由

予算を定めることについては、地方自治法第96条第１項第２号の規定により、議会の議

決を必要とする。

令和３年度渡嘉敷村下水道事業特別会計補正予算（第２号）

令和３年度渡嘉敷村下水道事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによ

る。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ1千568万4千円を減額し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ2千72万6千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は「第１表歳入歳出予算補正」による。

（地方債の補正）

第２条 地方債の変更は「第２表地方債補正」による。

令和３年６月９日提出 渡嘉敷村長 座間味秀勝

以上、ご審議をお願いいたします。

○ 玉城保弘議長

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

休憩します。

再開します。

他に質疑はありませんか。

質疑なしと認め、これをもって質疑を終結します。

これより議案第38号を採決します。

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。

休憩します。
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再開します

日程第15、発議第４号、渡嘉敷村議会議員の定数を定める条例の一部を改正する条例

について議題とします。

提案者より発議案の説明を求めます。宮平鉄哉議員。

○ 宮平鉄哉議員

発議第４号

渡嘉敷村議会の議員の定数を定める条例の一部を改正する条例について

上記の議案を別紙のとおり、地方自治法第112条及び会議規則第14条第１項及び第２項

の規定により議会の議決を得たいので提出します。

令和３年６月９日提出

渡嘉敷村議会議長 玉城保弘殿

提出者 渡嘉敷村議会議員 宮平鉄哉

賛成者 渡嘉敷村議会議員 国吉栄治

提案理由

厳しい村財政状況に鑑み、将来を見据えた財政見直しや、人口の推移、人口規模に応じ

た議員定数が望まれる。これがこの条例改正案を提出する理由である。

渡嘉敷村議会の議員の定数を定める条例の一部を改正する条例（平成14年渡嘉敷村条例

第17号）の一部を次のように改正する。

本則中「７人」を「６人」に改める。

附 則

（施行期日)

１ この条例は、公布の日から施行し、この条例の施行日以後初めてその期日を告示され

る一般選挙から適用する。

(経過位置)

２ 前項に規定する一般選挙までの間の渡嘉敷村議会議員の定数については、なお従前の

例による。

以上ご審議をお願いします。

○ 玉城保弘議長

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

質疑なしと認め、これをもって質疑を終結します。

これより発議第４号を採決します。

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。
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（「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。

日程第16、請願第１号、渡嘉敷漁協組合加工施設の建設に関する請願書についてを議題

とします。

請願書の内容については、お手元にお配りをしたとおりであります。

お諮りします。

この請願書は採択することにご異議ありませんか。

（「なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。従って、請願第１号については採択することに決定をいたしま

した。

この際お諮りします。ただいま採択しました請願につきましては、執行部に送付し、そ

の処理の経過と結果の報告を請求したいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認め、さようを決定いたしました。

お諮りします。

会議規則第45条の規定により、令和３年第５回渡嘉敷村議会定例会において議決された

事件の条項、字句、数字、その他の整理を議長に委任することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。従って、本定例会において議決された事件の条項、字句、数字、

その他の整理を議長に委任することに決定をいたしました。

お諮りします。

本定例会会議に付された事件は全て終了しました。従って、会議規則第７条の規定のよ

り本日で閉会したいと思います。

ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。従って、本定例会は本日で閉会とすることに決定をいたしまし

た。

これで本日の会議を閉じます。

令和３年第５回渡嘉敷村議会定例会を閉会いたします。

（閉会 午後４時32分）
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